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本書について本書について本書について本書について
はじめにはじめにはじめにはじめに

本書には、 Media Managerが制御しているデバイス  ホス トに周辺機器と してス ト レージ ユニッ
ト を追加する場合に必要な情報が記載されています。

Media Managerは、 デバイスおよびメディアを管理するNetBackup DataCenter、 NetBackup 
BusinesServer、 およびStorage Migratorのコンポーネン トです。

本書は、 NetBackup DataCenterおよびNetBackup BusinesServer製品を対象と しています。
本書では、 「NetBackup」 はNetBackup DataCenterおよびNetBackup BusinesServerを指し
ます。

Storage Migratorは、 NetBackup BusinesServerではサポート されていません。

対象読者対象読者対象読者対象読者

本書は、 ス ト レージ ユニッ ト周辺機器の設置を担当し、 UNIXシステムおよびデバイスの設定に
ついての知識を有するシステム管理者向けに書かれています。

本書の範囲本書の範囲本書の範囲本書の範囲

本書は、 NetBackup DataCenterおよびNetBackup BusinesServer製品を対象と しています。

本書の情報は、 ハードウェアおよびオペレーティング システムの製造元が提供するマニュアルの
内容を補足するものです。

本書の構成本書の構成本書の構成本書の構成

本書は以下の章で構成されています。

◆ 第1章 では、 本書の使用方法について説明しています。

◆ 第2章 では、 Sun4/SPARCデバイス  ホス トの設定情報について説明しています。

これらの章に加えて、 用語集および索引があ り ます。
v



本書の使用法
本書の使用法本書の使用法本書の使用法本書の使用法

本書の一部には、 お使いのハードウェア設定に適用されないト ピッ クや例が含まれている場合があ

り ます。

本書を使用する前に、 『NetBackup Release Notes - UNIX』 を参照して、 NetBackup製品でサ
ポート される Media Managerのロボッ ト  タイプ、 ロボッ ト 、 およびド ライブを判断してく ださい。

関連マニュアル関連マニュアル関連マニュアル関連マニュアル

関連するNetBackup ドキュ メン トは以下のとおりです。 関連マニュアルの一覧については、
『NetBackup Release Notes - UNIX』 参照して ください。 設定によっては、 その他のマニュ
アルが必要になるこ とがあ り ます。

◆ 『NetBackup BusinesServer Getting Started Guide - UNIX』

NetBackup BusinesServer ソフ ト ウェア製品をすばやく インス トールし、 実行するための情
報が記載されています。 NetBackup BusinesServerパッケージを開封したら、 まずこのマ
ニュアルをお読みください。

◆ 『NetBackup BusinesServer Media Manager System Administrator’s Guide - UNIX』

NetBackup BusinesServerを実行しているUNIXサーバでのス ト レージ デバイスと メディ
アの設定および管理方法を説明しています。 Media ManagerはNetBackup BusinesServer
製品の一部です。

◆ 『NetBackup DataCenter Installation Guide - UNIX』

NetBackup DataCente ｒ ソフ ト ウェア製品のUNIXサーバへのインス トールに関する情報
が記載されています。 

◆ 『NetBackup DataCenter Media Manager System Administrator’s Guide - UNIX』

NetBackup  DataCenterを実行している UNIXサーバでのスト レージ  デバイスと メ ディ アの
設定および管理方法を説明しています。 Media ManagerはNetBackup DataCenter製品の一
部です。

◆ 『NetBackup Release Notes - UNIX』

新機能、 サポート されるプラ ッ ト フォームやオペレーティング システムなどの情報、 マニュ
アルやオンライン ヘルプに記載されていない操作上の注意点などが含まれています。

◆ 『NetBackup Troubleshooting Guide - UNIX』

NetBackup製品のト ラブルシューティング情報が記載されています。

Storage Migratorは、 NetBackup BusinesServer製品ではサポート されていません。

◆ 『Storage Migrator Release Notes - UNIX』

サポート されるプラ ッ ト フォームやオペレーティング システム、 およびStorage Migratorの
マニュアルに掲載していない操作方法等の情報が記載されています。
vi NetBackup Media Manager Device Configuration Guide  - UNIX



表記規則

◆ 『Storage Migrator System Administrator’s Guide - UNIX』
本書について vii

UNIXシステムにおける Storage Migratorの設定方法と管理方法を説明しています。

表記規則表記規則表記規則表記規則 
本書で採用している一般的な表記規則について説明します。

一般の表記規則一般の表記規則一般の表記規則一般の表記規則

「注」 と 「注意」 の違い「注」 と 「注意」 の違い「注」 と 「注意」 の違い「注」 と 「注意」 の違い

注 「注」 では、 製品をよ り使いやすくするための情報や、 問題の発生を防ぐための情報について

説明します。

注意 「注意」 では、 データ損失のおそれがある状態について説明します。

キーの組み合わせキーの組み合わせキーの組み合わせキーの組み合わせ

キーボードからコマンドを入力する場合、 複数のキーを同時に使用するこ とがあ り ます。 たとえ

ば、 Ctrl キーを押しながら別のキーを押す場合などが考えられます。 このよ うなコマンドを示す
場合は、 次のよ うに、 各キーをプラス記号 （+） でつないで表記します。

Ctrl+T を押します。

表 1. 一般の表記規則

表記 用途

英字等幅フォン ト太字英字等幅フォン ト太字英字等幅フォン ト太字英字等幅フォン ト太字 入力する文字。 例 : cd と入力して、 ディ レク ト リ を変更して ください。

英字等幅フォン ト パス、 コマンド、 ファ イル名、 および出力。 例 : デフォル トのインス トール ディ レク ト リは
/opt/VRTSxxです。

　『 』

「」

ドキュ メン ト などのタイ トル。

章や項目のタイ トル、 強調する用語。

英字ゴシッ ク体 （斜体） プレースホルダーテキス ト または変数。 例 : filename には、 実際のファイル名を指定して くだ
さい。

英字ゴシッ ク体 （斜体以外） フ ィールド名、 メニュー項目など、 グラフ ィカルユーザインタフェース （GUI） のオブジェ
ク ト 。 例 : ［password］ フ ィールドに、 パスワードを入力して ください。



テクニカル サポート
コマンドの用法コマンドの用法コマンドの用法コマンドの用法

コマンドの用法を示す場合によ く使用される表記を、 以下に示します。

角かっこ ［ ］

かっこ内のコマンド ライン コンポーネン トは、 必要に応じて指定可能なオプシ ョ ンです。

垂直バーまたはパイプ （|）

ユーザーが選択可能なオプシ ョ ンの引数を区切る場合に使用します。 たとえば、 次に示すコマ

ンドでは、 ユーザーがarg1またはarg2のいずれかを使用できるこ とを示します。

command arg1|arg2

テクニカルテクニカルテクニカルテクニカル サポートサポートサポートサポート

この製品に関するシステム要件、 サポート されているプラ ッ ト フォーム、 サポート されている周辺

機器、 テクニカル サポートから入手できる最新のパッチなどの最新情報については、 弊社のWeb
サイ ト をご利用ください。

http://www.veritas.com/jp （日本語）

http://www.veritas.com/ （英語）

製品に関するサポートは、 VERITASテクニカル サポート までお問い合わせください。

電話 : (03)3509-9210

FAX : (03)5532-8209

VERITASカスタマ サポートへのお問い合わせの際は、 次の電子メール アドレスもご利用いただ
けます。

support.jp-es@veritas.com
viii NetBackup Media Manager Device Configuration Guide  - UNIX



本書の使い方本書の使い方本書の使い方本書の使い方
 1

デバイスの設定を開始する前にデバイスの設定を開始する前にデバイスの設定を開始する前にデバイスの設定を開始する前に

本書を利用してデバイスの設定を行 う前に、 以下の点を考慮して ください。

『『『『NetBackup Release Notes - UNIX』 の熟読』 の熟読』 の熟読』 の熟読

『NetBackup Release Notes - UNIX』 を参照して、 次の点について判断して ください。

◆ 以下でサポート されるMedia Managerのロボッ ト  タイプ、 ロボッ ト 、 およびド ライブ

◆ お使いのUNIXプラ ッ ト フォーム

◆ お使いのNetBackup製品 （DataCenterまたはBusinesServer）

本書の一部には、 お使いのハードウェア設定に適用されないト ピッ クや例が含まれている場合

があ り ます。

ガイ ド使用時の注意事項ガイ ド使用時の注意事項ガイ ド使用時の注意事項ガイ ド使用時の注意事項

◆ 本書は、NetBackup DataCenterおよびNetBackup BusinesServer製品を対象と しています。
本書では、 「NetBackup」 はNetBackup DataCenterおよびNetBackup BusinesServerを
指します。

◆ 本書を使用する場合は、 該当する各章の 「はじめに」 を必ずお読みください。

「はじめに」 では、 プラ ッ ト フォーム固有の重要な注意事項を説明しています。 また、

NetBackup BusinesServerに関する特定の注意事項も記載している場合があ り ます。

◆ 設定エラーを防ぐために、 このマニュアルのテキス ト版 （/usr/openv/volmgr/
MediaMgr_DeviceConfig_Guide.txt） から設定例をコピーするこ とができます。
このファイルは、 NetBackup Media Manager ソフ ト ウェアと共にインス トールされます。

設定上の注意設定上の注意設定上の注意設定上の注意

◆ VERITASでは、 Media Manager制御デバイス上でのシングルエンドからディファレンシャ
ルへのSCSI コンバータの使用は推奨していませんし、 またサポート もしていません。 これら
のコンバータを使用する と、 問題が発生するこ とがあ り ます。
1



デバイスの設定を開始する前に
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Solaris 2.6/7/8を稼動するを稼動するを稼動するを稼動する Sun4/SPARC
 2

この章では、 Sun4/SPARCプラ ッ ト フォームでMedia Managerを使用する場合のデバイスの設
定方法について説明します。 ド ライブおよびロボッ トの設定には、 Media Manager管理インタ
フェースのいずれかを使用します。

主な ト ピッ クは以下のとおりです。

◆ はじめに

◆ 発生する可能性のある障害の事前防止

◆ SCSI パススルー ド ライバのインス トール

◆ SG ド ラ イバの設定

◆ ロボティ ッ ク制御の設定

◆ テープ ド ラ イブの設定

◆ HP光ディ スク  ド ライブの設定

◆ コマンド一覧

はじめにはじめにはじめにはじめに

この章で説明する設定手順を実行する と きは、 以下の点に注意して ください。

◆ デバイスを設定する と きは、 すべての周辺機器を接続し、 再構成オプシ ョ ン （boot -rまた
はreboot -- -r） を使用してシステムを再起動する必要があ り ます。

◆ sg ド ライバを必ずインス トールして ください （「SCSI パススルー ド ラ イバのインス トール」 
（5 ページ） を参照）。 このド ラ イバは、 avrd （automatic volume recognitionデーモン）
によって使用され、 ド ライブをスキャンします。 また、 SCSIデバイスとの通信に必要となる
以外に、 ブロ ッ ク検出テープの位置決めに必要とな り ます。

◆ アダプタ  カードを取り外した り交換する際は、 まずそのカードに関連するすべてのデバイス  
ファ イルを削除する必要があ り ます。

◆ Automated Cartridge System （ACS） ロボティ ッ ク  ソフ ト ウェアを使 う場合、
SunOS/BSD ソース互換パッケージがインス トールされているこ とを確認して ください。
このパッケージがインス トールされている と、 ACS ソフ ト ウェアは、 /usr/ucblibに
ある共有ライブラ リ を使用できるよ うになり ます。
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発生する可能性のある障害の事前防止
NetBackup BusinesServerを使用する場合を使用する場合を使用する場合を使用する場合

この章には、 NetBackup BusinesServerでサポート されていない周辺機器の設定に関する ト ピッ
クや例が含まれている場合があ り ます。 この章を使用する前に、 『NetBackup Release Notes』 を
参照して、 NetBackup BusinesServerでサポート されるMedia Managerのロボッ ト  タイプ、 ロ
ボッ ト 、 およびド ライブを判断して ください。

NetBackup BusinesServer適用トピック適用トピック適用トピック適用トピック

「発生する可能性のある障害の事前防止」 （4 ページ） は、 NetBackup BusinesServerに適用され
ます。

NetBackup BusinesServer適用外トピック適用外トピック適用外トピック適用外トピック

「SCSI パススルー ド ラ イバのインス トール」 （5 ページ） は、 NetBackup BusinesServerには適
用されません。 NetBackup BusinesServer インス トール スク リプ トによって、 sg ド ラ イバがイ
ンス トールされます。

「HP光ディ スク  ド ラ イブの設定」 （26 ページ） は、 NetBackup BusinesServerには適用されま
せん。

発生する可能性のある障害の事前防止発生する可能性のある障害の事前防止発生する可能性のある障害の事前防止発生する可能性のある障害の事前防止

システムのメモリが低下した場合、 Solarisはメモ リから未使用のド ライバをアンロード し、 必要
に応じてド ライバを再ロード します。 テープ ド ラ イバはディ スク  ド ライバよ り使用頻度が少ない
ので、 頻繁にアンロードの対象になり ます。 st （Sun）、 sg （VERITAS）、 およびファイバ チャン
ネル ド ラ イバに対するこれらのアンロードおよびロードのタイ ミ ングによっては、 さまざまな問
題が発生するこ とがあ り ます。 これらの問題は、 SCSIバスからのデバイス 「消失」 から、 システ
ム パニッ クまで広範囲に及びます。

VERITASでは、 以下のforceload ステート メン ト を /etc/systemファ イルに追加しておく
こ とをお勧めします。 これらのステート メン ト を追加する と、 メモ リから stおよび sg ド ラ イバが
アンロード されな くなり ます。

forceload: drv/st
forceload: drv/sg

以下の JNIの例のよ うに、 さまざまなファイバ チャンネル ド ラ イバで、 ほかのステート メン トが
必要な場合があ り ます。

forceload: drv/fcaw
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SCSI パススルー ド ラ イバのインス トール
SCSI パススルーパススルーパススルーパススルー ド ライバのインストールド ライバのインストールド ライバのインストールド ライバのインストール

注 NetBackup 3.4は、 Solaris 8.0の SCSIパススルー ド ラ イバをサポート していません。

Media Manager ソフ ト ウェアでは、 SCSIが制御するロボティ ッ ク周辺機器との通信に使用する
独自のド ライバを提供しています。 このド ライバは、 SCSA （汎用SCSIパススルー ド ライバ）、
または sg ド ライバと呼ばれます。

sg ド ライバは以下の場合にも使用されます。

◆ avrd コマンドを使ってド ライブをスキャンする。

◆ NetBackupを使ってブロ ッ ク検出の位置を決める。

◆ 光ディ スク  ド ラ イブ タイプを設定する （「非揮発性メモリへのHP光ディ スク  ド ライブ タイ
プの設定」 （27 ページ） を参照）。

sg ド ライバをロードするには、 以下の手順を使用します。 以下の手順は、 root権限を持つユー
ザーと して実行して ください。

1. 以下のコマンドを使って sg ド ライバがロード されているかど うかを調べます。

/usr/sbin/modinfo | grep sg
141 fc580000  2d8c 116   1  sg (SCSA SCSA Generic Revision: 3.2)
153 fc7fa000  1684  49   1  msgsys (System V message facility)

この例では、 sg ド ライバが既にロード されているため、 このド ライバをまず削除する必要が
あ り ます。

2. 既存のド ライバを削除するには、 次のコマンドを実行します。

/usr/sbin/rem_drv sg

3. 新しい sg ド ライバをインス トールするには、 次のコマンドを実行します。

/usr/openv/volmgr/bin/driver/sg.install

ド ライバのインス トール後は、 システムを再起動した り、 システムの起動中または起動後に

sg.install コマンドを実行する必要はあ り ません。

ド ライバを後でアンインス トールするには、 次のコマンドを実行します。

/usr/sbin/rem_drv sg
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SG ド ラ イバの設定
SG ド ライバの設定ドライバの設定ドライバの設定ドライバの設定

こ こでは、 Fast/Wide Adapter Card用に、 sg ド ライバを SCSI ターゲッ ト 8-15に設定する際の
方法を説明します。 この手順では、 sg.buildを 3回実行し、 これらのターゲッ ト を st.conf、
sg.links、 およびsg.confに追加します。

1. sg.build スク リプ ト を実行してファイルを作成し、 /kernel/drv/st.confファ イル
内にある以下の 7つのエン ト リ と置き換えます。

name="st" class="scsi"
   target=0 lun=0;
name="st" class="scsi"
   target=1 lun=0;
name="st" class="scsi"
   target=2 lun=0;
name="st" class="scsi"
   target=3 lun=0;
name="st" class="scsi"
   target=4 lun=0;
name="st" class="scsi"
   target=5 lun=0;
name="st" class="scsi"
   target=6 lun=0;

a. 一時ファイルst.confを作成します。 sg.buildを使用してこのファイルを作成する
例を以下に示します。 このコマンドは、 ターゲッ ト  0から 15 までのsg.confファ イル
を作成します （ターゲッ ト 7を除く ）。

cd /usr/openv/volmgr/bin/driver
/usr/openv/volmgr/bin/sg.build st.conf -mt 15 -ml 1 -st ./st.conf

b. /kernel/drv/sd.confファ イルを編集します。 一時ファイル ./st.confには、 
/kernel/drv/st.confヘ挿入する必要のあるエン ト リが含まれています。

c. 設定オプシ ョ ン （boot -rまたはreboot -- -r） を使用して、 システムを再起動し
ます。
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SG ド ラ イバの設定
2. sg.build スク リプ ト を実行して、 ターゲッ ト 8から 15を /usr/openv/volmgr/bin/ 
driver/sg.linksファ イルに追加します。

注意 addr=#,#;欄と sg/c¥N0t#l#欄の間はタブで区切り ます。

このスク リプ トの使用例と、 そのと きに作成されるファイルを以下に示します。

cd /usr/openv/volmgr/bin/driver
/usr/openv/volmgr/bin/sg.build sg.links -mt 15 -ml 1 -sl ./sg.links

type=ddi_pseudo;name=sg;addr=0,0;       sg/c¥N0t0l0
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=1,0;       sg/c¥N0t1l0
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=2,0;       sg/c¥N0t2l0
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=3,0;       sg/c¥N0t3l0
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=4,0;       sg/c¥N0t4l0
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=5,0;       sg/c¥N0t5l0
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=6,0;       sg/c¥N0t6l0
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=8,0;       sg/c¥N0t8l0
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=9,0;       sg/c¥N0t9l0
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=a,0;       sg/c¥N0t10l0
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=b,0;       sg/c¥N0t11l0
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=c,0;       sg/c¥N0t12l0
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=d,0;       sg/c¥N0t13l0
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=e,0;       sg/c¥N0t14l0
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=f,0;       sg/c¥N0t15l0
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=0,1;       sg/c¥N0t0l1
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=1,1;       sg/c¥N0t1l1
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=2,1;       sg/c¥N0t2l1
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=3,1;       sg/c¥N0t3l1
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=4,1;       sg/c¥N0t4l1
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=5,1;       sg/c¥N0t5l1
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=6,1;       sg/c¥N0t6l1
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=8,1;       sg/c¥N0t8l1
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=9,1;       sg/c¥N0t9l1
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=a,1;       sg/c¥N0t10l1
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=b,1;       sg/c¥N0t11l1
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=c,1;       sg/c¥N0t12l1
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=d,1;       sg/c¥N0t13l1
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=e,1;       sg/c¥N0t14l1
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=f,1;       sg/c¥N0t15l1
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SG ド ラ イバの設定
3. sg.build スク リプ ト を実行して、 ターゲッ ト 8から 15を /usr/openv/volmgr/bin/
driver/sg.confファ イルに追加します。

このスク リプ トの使用例と、 そのと きに作成されるファイルを以下に示します。

cd /usr/openv/volmgr/bin/driver
/usr/openv/volmgr/bin/sg.build sg.conf -mt 15 -ml 1 -sc ./sg.conf

name="sg" class="scsi" target=0 lun=0;
name="sg" class="scsi" target=0 lun=1;
name="sg" class="scsi" target=1 lun=0;
name="sg" class="scsi" target=1 lun=1;
name="sg" class="scsi" target=2 lun=0;
name="sg" class="scsi" target=2 lun=1;
name="sg" class="scsi" target=3 lun=0;
name="sg" class="scsi" target=3 lun=1;
name="sg" class="scsi" target=4 lun=0;
name="sg" class="scsi" target=4 lun=1;
name="sg" class="scsi" target=5 lun=0;
name="sg" class="scsi" target=5 lun=1;
name="sg" class="scsi" target=6 lun=0;
name="sg" class="scsi" target=6 lun=1;
name="sg" class="scsi" target=8 lun=0;
name="sg" class="scsi" target=8 lun=1;
name="sg" class="scsi" target=9 lun=0;
name="sg" class="scsi" target=9 lun=1;
name="sg" class="scsi" target=10 lun=0;
name="sg" class="scsi" target=10 lun=1;
name="sg" class="scsi" target=11 lun=0;
name="sg" class="scsi" target=11 lun=1;
name="sg" class="scsi" target=12 lun=0;
name="sg" class="scsi" target=12 lun=1;
name="sg" class="scsi" target=13 lun=0;
name="sg" class="scsi" target=13 lun=1;
name="sg" class="scsi" target=14 lun=0;
name="sg" class="scsi" target=14 lun=1;
name="sg" class="scsi" target=15 lun=0;
name="sg" class="scsi" target=15 lun=1;

4. ファ イル/etc/devlink.tabを編集し、 sg ド ラ イバのデバイスを削除します。

5. sg ド ライバをアンインス トールします。

/usr/sbin/rem_drv sg

6. 新しい sg ド ライバをインス トールします。

/usr/openv/volmgr/bin/driver/sg.install
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ロボティ ッ ク制御の設定
ロボテ ィ ック制御の設定ロボティ ック制御の設定ロボティ ック制御の設定ロボティ ック制御の設定

ロボッ トは、 SCSIまたはネッ ト ワーク接続を介して制御されます。

ネッ ト ワークが制御しているロボティ ッ ク  ラ イブラ リ （ACS ロボッ ト など） の設定については、
『UNIX Media Manager System Administrator's Guide』 の付録で説明しています。

SCSI制御については、 次のセクシ ョ ンで説明しています。

SCSI ロボテ ィ ック制御の設定ロボテ ィ ック制御の設定ロボテ ィ ック制御の設定ロボテ ィ ック制御の設定

SCSI接続を介して制御するロボティ ッ ク記憶装置デバイスを使用する場合は、 この ト ピッ クをお
読みください。 サポート される SCSI ロボッ ト を以下に示します。 各ロボッ ト  タイプに関連するベ
ンダ モデルのリ ス トについては、 『NetBackup Release Notes』 を参照して ください。

◆ ODL - 光ディ スク  ライブラ リ

◆ TL4 - Tape Library 4MM

◆ TL8 - Tape Library 8MM

◆ TLD - Tape Library DLT

◆ TS8 - Tape Stacker 8MM

◆ TSD - Tape Stacker DLT

◆ TSH - Tape Stackerハーフインチ

SCSI制御のロボティ ッ ク周辺機器と通信する と き、 Media Manager ソフ ト ウェアは、 SCSA汎
用 （sg） ド ラ イバを利用します。 このド ライバはNetBackup ソフ ト ウェアに付属しています。

注 こ こで説明する手順を実行する前に、 sg ド ライバをインス トールする必要があ り ます （詳細

については、 「SCSI パススルー ド ラ イバのインス トール」 （5 ページ） を参照）。

sg ド ライバで使用可能なデバイス  ファ イルを表示するには、 パラ メータ と してallを指定して
sgscan コマンドを実行し、 次の例のよ うにChangerデバイスの行を読み取り ます。

# /usr/openv/volmgr/bin/sgscan all
/dev/sg/c0t5l0: Tape (/dev/rmt/0): "HP      C1537A"
/dev/sg/c0t6l0: Cdrom: "TOSHIBA XM-5401TASUN4XCD"
/dev/sg/c1t2l0: Tape (/dev/rmt/7): "EXABYTE EXB-85058HE-0000"
/dev/sg/c1t4l0: Tape (/dev/rmt/9): "EXABYTE EXB-8900MH000202"
/dev/sg/c1t5l0: Changer: "EXABYTE EXB-210"
/dev/sg/c2t2l0: Tape (/dev/rmt/10): "Quantum DLT4000"
/dev/sg/c2t5l0: Tape (/dev/rmt/11): "QUANTUM DLT7000"
/dev/sg/c3t0l0: Disk (/dev/rdsk/c1t0d0): "FUJITSU M2952ESP SUN2.1G"
/dev/sg/c3t3l0: Disk (/dev/rdsk/c1t3d0): "FUJITSU M2952ESP SUN2.1G"
/dev/sg/c4t4l0: Tape (/dev/rmt/4): "Quantum DLT4000"
/dev/sg/c4t5l0: Tape (/dev/rmt/5): "Quantum DLT4000"
第 2 章  Solaris 2.6/7/8を稼動する Sun4/SPARC 9



ロボティ ッ ク制御の設定
/dev/sg/c5t0l0: Disk (/dev/rdsk/c5t0d0): "SONY    SMO-F541"
/dev/sg/c5t1l0: Disk (/dev/rdsk/c5t1d0): "SONY    SMO-F541"
/dev/sg/c5t2l0: Disk (/dev/rdsk/c5t2d0): "SEAGATE ST11200N SUN1.05"
/dev/sg/c5t6l0: Disk (/dev/rdsk/c5t6d0): "SEAGATE ST11200N SUN1.05"
/dev/sg/c6t3l0: Changer: "SONY    DMS-B35"
/dev/sg/c6t5l0: Tape (/dev/rmt/6): "SONY    GY-2120"
/dev/sg/c7t0l0: Disk (/dev/rdsk/c7t0d0): "SEAGATE ST32550W SUN2.1G"
/dev/sg/c7t3l0: Disk (/dev/rdsk/c7t3d0): "MICROP  4221-09   1128RA"
/dev/sg/c7t4l0: Disk (/dev/rdsk/c7t4d0): "MICROP  4221-09MZ  Q4D"
/dev/sg/c8t2l0: Tape (/dev/rmt/14): "Quantum DLT4000"
/dev/sg/c8t3l0: Changer: "STK     9740"
/dev/sg/c8t4l0: Tape (/dev/rmt/13): "STK     SD-3"
/dev/sg/c8t6l0: Changer: "STK     9710"
/dev/sg/c9t0l0: Changer: "EXABYTE Exabyte 18D"
/dev/sg/c9t1l0: Tape (/dev/rmt/15): "Quantum DLT4000"

注 特定のデバイス  タイプだけを表示する場合は、 ほかのパラ メータを指定して sgscan コマン
ドを実行します。

使用法 :sgscan [all|basic|changer|disk|tape] [conf] [-v]

SCSI ロボティ ッ ク制御デバイスロボティ ッ ク制御デバイスロボティ ッ ク制御デバイスロボティ ッ ク制御デバイス ファイルの例ファイルの例ファイルの例ファイルの例

例例例例 1

sgscan コマンドで前述の出力が得られたと仮定し、 Exabyte 210のSCSI ロボティ ッ ク制御がア
ダプタ 1にSCSI ID 5で接続している場合、 次のパスを使います。

/dev/sg/c1t5l0

例例例例 2

sgscan コマンドで前述の出力が得られたと仮定し、 Sony ライブラ リのSCSI ロボティ ッ ク制御
がアダプタ 6にSCSI ID 3で接続している場合、 次のパスを使います。

/dev/sg/c6t3l0

例例例例 3

sgscan コマンドで前述の出力が得られたと仮定し、 STK 9710のSCSI ロボティ ッ ク制御がアダ
プタ  8にSCSI ID 6で接続しており、 TLD ロボッ ト を使用する場合は、 次のパスを使います。

/dev/sg/c8t6l0
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ロボティ ッ ク制御の設定
例例例例 4

DLT2700、 DLT4700、 またはHP C1560BのSCSI ロボティ ッ ク制御がアダプタ 0に SCSI ID 5
で接続している場合、 次のパスを使います。

/dev/sg/c0t5l1

注意 : これらのデバイスには、 論理ユニッ ト番号の 1を使用します。 sgscan コマンドがLUN 1
デバイスを リ ス トするよ うに sg ド ライバ設定を変更するこ とができます。 前述のsgscan出力で
は、 設定は変更されていません。

例例例例 5

sgscan コマンドで前述の出力が得られたと仮定し、 STK 9740のSCSI ロボティ ッ ク制御がアダ
プタ  8にSCSI ID 3で接続している場合、 ACS ロボティ ッ ク制御の設定にパスは入力しません。
その代わりに、 ACS制御がネッ ト ワーク上にある と仮定し、 適切なACSLSホス ト名を入力しま
す （TLD ロボッ ト を使って 9740を制御する場合は、 パス /dev/sg/c8t3l0を指定します）。

例例例例 6 （（（（IBM 3570 B-シリーズシリーズシリーズシリーズ スタ ッカ）スタ ッカ）スタ ッカ）スタ ッカ）

スタ ッカにド ライブが 1つある場合、 ロボティ ッ ク制御はそのド ライブのSCSI IDのLUN 1にな
り ます。 スタ ッカにド ライバが 2つある場合、 ロボティ ッ ク制御はド ライブ 1 SCSI IDのLUN 1
になり ます。 スタ ッカのフロン ト  パネルを使用する と、 SCSI IDを表示および設定できます。

IBM 3570 B01/B02のロボティ ッ ク制御はTLDです。 したがって、 ド ライブが 2つある場合、 そ
れぞれ別のホスト  システムに接続しているこ と があり ます。 この場合、 ド ライブ 1と 接続している
ホス ト  システムにロボティ ッ ク制御が存在する必要があ り ます。 また、 ラ イブラ リがRANDOM
モードであるだけでな く、 BASE設定である必要もあ り ます。 ラ イブラ リのモード設定および構成
設定については、 装置に付属している操作ガイ ドを参照して ください。

以下のよ うに設定されている と します。

# /usr/openv/volmgr/bin/sgscan
/dev/sg/c0t0l0: Disk (/dev/rdsk/c0t0d0): "IBM   DCAS32160SUN2.1G"
/dev/sg/c0t6l0: Cdrom: "TOSHIBA XM5701TASUN12XCD"
/dev/sg/c1t5l0: Tape (/dev/rmt/1): "IBM     03570B02"
/dev/sg/c1t6l0: Tape (/dev/rmt/2): "IBM     03570B02"

ド ライブ 1がSCSI ID 5の場合、 スタ ッカのロボティ ッ ク制御は、 /dev/sg/c1t5l1になり
ます。
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ロボティ ッ ク制御の設定
例例例例 7 （（（（Fujitsu M8100スタ ッカ）スタ ッカ）スタ ッカ）スタ ッカ）

Fujitsu M8100 スタ ッカのロボティ ッ ク制御はTSHです。 装置が SYSTEMモードまたは 2LUN
モードで実行するよ うに設定する必要があ り ます。 ライブラ リ  モードの設定に関する情報は、 装
置に付属しているM8100カート リ ッジ テープ ド ラ イブの製品ガイ ドを参照して ください。

ロボティ ッ ク制御は、 ド ライバのSCSI IDのLUN 1です。 スタッカのフロン ト  パネルを使用する
と、 SCSI IDを表示および設定できます。

以下のよ うに設定されている と します。

# /usr/openv/volmgr/bin/sgscan
/dev/sg/c1t0l0: Tape (/dev/rmt/0): "FUJITSU M8100AA2"
/dev/sg/c1t0l1: Changer: "FUJITSU M8100AA2"

ド ライブがSCSI ID 0の場合、 スタ ッカのロボティ ッ ク制御は/dev/sg/c1t0l1になり ます。
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テープテープテープテープ ド ライブの設定ドライブの設定ドライブの設定ドライブの設定

バークレーバークレーバークレーバークレー スタイルスタイルスタイルスタイル クローズ （クローズ （クローズ （クローズ （Close））））

こ こで紹介する例では、 テープ ド ラ イブにバークレー スタイル ク ローズを使用します （密度仕様
の後にbの文字を付けて示します）。 Media Managerで設定するテープ デバイスには、 バーク
レー スタイル クローズを指定する必要があ り ます。

ク ローズ （close） 操作の後、 （テープ マークに対して） 論理的にどの位置にテープを残すのかを
示すのが、 バークレー スタイル クローズおよびAT&Tスタイル ク ローズです。 前者のスタイル
はテープ マークの前にアプリケーシ ョ ンを論理的に残し、 後者のスタイルはテープ マークの後に
残します。 アプ リケーシ ョ ンでは、 次回のテープ読み取り を正し く行 うために、 ク ローズ操作後ど

こに論理ポインタが残されたかを把握しておく必要があ り ます。 オペレーティング システムに
よっては、 どちらのスタイルでテープ デバイスを設定してもかまわないものもあ り ますが、
NetBackupでは、 バークレー スタイル クローズを使用します。

高速テープ位置決定 （ブロック検出）高速テープ位置決定 （ブロック検出）高速テープ位置決定 （ブロック検出）高速テープ位置決定 （ブロック検出）

AIT、 DLT、 Exabyte、 DTF、 およびハーフインチ テープ ド ライブに対して、 Media Manager
は、 テープの特定ブロ ッ クの位置を決定するための、 SCSIブロ ッ ク検出 （locate-block） コ
マンドをサポート しています。 この方式は、 フォワード スペース ファイル/レコード方式と比
べ、 テープの位置決定をよ り迅速に行います。

ブロック検出を有効にするブロック検出を有効にするブロック検出を有効にするブロック検出を有効にする

NetBackup と Storage Migratorのデフォルトでは、 「SCSI パススルー ド ラ イバのインス トール」
（5 ページ） の手順に従って sgパス スルー ド ラ イバをアン イ ン ス ト ールし ていない限 り、
locate-block コマンドを使 う よ うに設定されています。 ド ラ イバは、 Media Managerのイン
ス トール時に自動的にインス トールされます。

ブロック検出を無効にするブロック検出を無効にするブロック検出を無効にするブロック検出を無効にする

ブロ ッ ク検出を無効にするには、 以下のコマンドを実行します。

touch /usr/openv/volmgr/database/NO_LOCATEBLOCK

ブロ ッ ク検出を無効にする と、 NetBackupはフォワード スペース ファイル/レコード方式を使
用し、 Storage Migratorはファイル マークをスキップするよ うになり ます。
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テープ ド ラ イブの設定
ノンリワインドノンリワインドノンリワインドノンリワインド  デバイスデバイスデバイスデバイス ファイルファイルファイルファイル

Media Managerの設定にテープ ド ラ イブを追加する際、 ク ローズ デバイス  パスにノン リ ワイン
ドを指定する必要があ り ます。 システムに設定されているテープ デバイス  ファ イルを表示するに
は、 パラ メータ と してtapeを指定してsgscan コマンドを実行します。

# /usr/openv/volmgr/bin/sgscan tape
/dev/sg/c0t5l0: (/dev/rmt/0): "HP      C1537A"
/dev/sg/c1t2l0: (/dev/rmt/7): "EXABYTE EXB-85058HE-0000"
/dev/sg/c1t4l0: (/dev/rmt/9): "EXABYTE EXB-8900MH000202"
/dev/sg/c2t2l0: (/dev/rmt/10): "Quantum DLT4000"
/dev/sg/c2t5l0: (/dev/rmt/11): "QUANTUM DLT7000"
/dev/sg/c4t4l0: (/dev/rmt/4): "Quantum DLT4000"
/dev/sg/c4t5l0: (/dev/rmt/5): "Quantum DLT4000"
/dev/sg/c6t5l0: (/dev/rmt/6): "SONY    GY-2120"
/dev/sg/c8t2l0: (/dev/rmt/14): "Quantum DLT4000"
/dev/sg/c8t4l0: (/dev/rmt/13): "STK     SD-3"
/dev/sg/c9t1l0: (/dev/rmt/15): "Quantum DLT4000"

注 すべてのデバイス  テープを表示する場合は、 パラ メータ と して allを指定して sgscan コマ
ンドを実行します。 このコマンドは、 同じアダプタに設定されている別のSCSIデバイスに
テープ デバイスを関連付ける場合に便利です。

使用法 :sgscan [all|basic|changer|disk|tape] [conf] [-v]

ノン リ ワインドのク ローズ デバイスは、 次の形式で/dev/rmtディ レク ト リにあ り ます。

/dev/rmt/Logical_drivecbn

備考 :

Logical_driveは、 論理ド ライブ IDです。 この IDは、 sgscan コマンドで表示できます。

cは圧縮を表します。

bはバークレー スタイル ク ローズを表します。

nはクローズ時のノン リ ワインドを表します。
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ノンリワインドノンリワインドノンリワインドノンリワインド  デバイスデバイスデバイスデバイス ファイルの例ファイルの例ファイルの例ファイルの例

例例例例 1

sgscan コマンドで前述の入力が得られたと仮定し、 Exabyte 8505C ド ラ イブがアダプタ 1に
SCSI ID 2で接続している場合、 次のデバイス  パスを使います。

/dev/rmt/7cbn

例例例例 2

sgscan コマンドで前述の入力が得られたと仮定し、 DLT7000 ド ラ イブがアダプタ 2にSCSI ID 
5で接続している場合、 次のデバイス パスを使います。

/dev/rmt/11cbn

非標準テープ非標準テープ非標準テープ非標準テープ ド ライブの設定ド ライブの設定ド ライブの設定ド ライブの設定

この ト ピッ クは、 以下のド ライブ タイプに適用されます。

注 これらは、 非標準のド ライブ タイプであるので、 サポート されているバージ ョ ンの Solarisで
使用する前にカーネルを変更する必要があ り ます。

◆ Exabyte （モデル 8500、 8505、 8505XL、 8500C、 8900、 またはMammoth2）

◆ FujitsuM2488およびM8100

◆ HP 4-mm DAT

◆ IBM 3570および3590

◆ Quantum DLT2000、 DLT4000、 DLT7000 またはDLT8000

◆ Sony AITおよびDTF

◆ STKハーフインチ カート リ ッジ

◆ Tandberg QICおよびQIC 150

注意 このセクシ ョ ンのst.conf例のよ うに、 Solarisプラ ッ ト フォーム上のMedia Manager
で非QICテープ ド ライブを使用する場合、 このド ライブを可変モード  デバイス と して設定
する必要があ り ます。 設定しない場合、 NetBackupはデータの書き込みはできますが、 読
み取りはできません （読み取りの際に、 「not in tar format」 とい うエラー メ ッセージが表
示されます）。 可変モードまたは固定モード とは、 読み取り /書き込みの動作、 およびカー
ネルがアプリケーシ ョ ン用の物理テープ レコードをどのよ うに論理テープ レコードに納め
るかを指したものです。 可変モード  デバイスの方がテープの読み取りにおいて柔軟性に優
れています。 多くのテープ デバイスでは、 どちらのモードでもアクセスできますが、
NetBackupでは、 非QIC ド ラ イブに対して可変モードを使用します。
第 2 章  Solaris 2.6/7/8を稼動する Sun4/SPARC 15



テープ ド ラ イブの設定
st.confエン ト リにおける大文字エン ト リにおける大文字エン ト リにおける大文字エン ト リにおける大文字 /小文字およびスペースに関する注意事項小文字およびスペースに関する注意事項小文字およびスペースに関する注意事項小文字およびスペースに関する注意事項

大文字と小文字は区別されます。 たとえば、 HPの代わりにHp と入力する と動作しません。

/kernel/drv/st.confファ イルにおいては、 引用符内の文字列のスペースには重要な意味が
あ り ます。 よ く問題になるのが、 ベンダ フ ィールドです （常に 8文字である必要があ り ます）。 た
とえば、 以下のよ うなHP C1533A ド ラ イブのベンダ/プロダク ト文字列がある と します。 （HP
と 6つのスペースがベンダ フ ィールド）

HP      C1533A

以下の例のよ うにベンダ フ ィールドのスペースを省いてしま う と、 このド ラ イブは正し く認識さ
れません。 （HP と 2つのスペースがベンダ フ ィールド）

HP  C1533A

このよ うな問題を防ぐためにも、 MediaMgr_DeviceConfig_Guide.txtファ イルからエン
ト リ をコピーするこ とをお勧めします。

st.conf ファイルへの追加ファイルへの追加ファイルへの追加ファイルへの追加

実行している ド ライブ タイプのエン ト リ を 1つ含む必要があ り ます。 このセクシ ョ ンの変更はテ
ス ト済みであ り、 動作するこ とが確認されていますが、 その他の設定も同様に動作します。

注意 以下のリ ス トの後半では、 3番目のパラ メータ （可変モード） が 0になっているこ とを確認
して ください。 0を使用しないと リ ス ト アに失敗し、 データの消失につながるおそれがあ り
ます （ARCHIVE_VIPのエン ト リは例外）。

tape-config-list =

"EXABYTE EXB8500C", "Exabyte EXB-8500C 8mm Helical Scan", "EXB-8500C",
"EXABYTE  EXB-8505", "Exabyte EXB-8505 8mm Helical Scan", "EXB-8505",
"EXABYTE  EXB-8500", "Exabyte EXB-8500 8mm Helical Scan", "EXB-8500",
"EXABYTE  EXB-8900", "Exabyte EXB-8900 Mammoth", "EXB-8900",
"EXABYTE Mammoth2", "Mammoth2 8MM Helical Scan Drive", "EXB-MAMMOTH2",
"FUJITSU  M2488", "Fujitsu M2488", "FJ-D3",
"FUJITSU M8100", "Fujitsu M8100 1/2 Inch Cartridge", "FJ-M8100",
"HP      HP354", "HP 4mm DAT Drive", "HP-DAT",
"HP      C1533A", "HP DAT Autoloader", "HP-DAT",
"HP      C1557A", "HP Dat DDS3 Autoloader", "HP-DAT-DDS3",
"HP      C5683A", "HP DDS-4 4mm DAT", "HP_DAT_4",
"IBM     03590", "IBM 3590 1/2 Inch Cartridge", "IBM-3590",
"IBM     03570", "IBM 3570 1/2 Inch Cartridge", "IBM-3590",
"Metrum  RSP-2150", "Metrum VHS Drive", "Metrum",
"ARCHIVE VIPER 150", "Archive 150 Tape", "ARCHIVE_VIP",
"TANDBERG SLR5 4/8GB",  "Tandberg 8 Gig QIC",   "TAND-8G-VAR",
"SONY    GY-2120", "Sony DTF Drive", "gy20-data",
"SONY    SDX-300C", "SONY 8mm AIT", "SONY_AIT",
"SONY    SDX-500C", "SONY 8mm AIT2", "SONY_AIT",
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テープ ド ラ イブの設定
"SONY    TSL-A300C", "SONY 8mm AIT", "SONY_AIT",
"SONY    TSL-A500C", "SONY 8mm AIT2", "SONY_AIT",
"DEC     DLT2000", "DEC DLT Tape Drive", "DEC-DLT",
"DEC     DLT2700", "DEC DLT Tape Stacker", "DEC-DLT",
"Quantum DLT2000", "Quantum DLT Tape Drive", "DEC-DLT",
"Quantum DLT4000", "Quantum DLT Tape Drive", "DEC-DLT",
"Quantum DLT4500", "Quantum DLT Tape Stacker", "DEC-DLT",
"Quantum DLT4700", "Quantum DLT Tape Stacker", "DEC-DLT",
"QUANTUM DLT7000", "Quantum DLT7000 Tape Drive", "Q-DLT7000",
"QUANTUM DLT8000", "Quantum DLT8000 Tape Drive", "DLT8k-data",
"Quantum DLT2700", "Quantum DLT Tape Stacker", "DEC-DLT",
"STK     4781", "STK 1/2 Inch Cartridge (4480)", "STK-4781",
"STK     4791", "STK 1/2 Inch Cartridge (Silverton)", "STK-4791",
"STK     4890", "STK 1/2 Inch Cartridge (Twin Peaks)", "STK-4890",
"STK     9840", "STK 1/2 Inch Cartridge (9840)", "STK-9840",
"STK     SD-3", "STK 1/2 Inch Cartridge (Redwood)", "STK-SD-3";

EXB-8500C = 1,0x35,0,0x9639,4,0x14,0x15,0x8C,0x00,3;
EXB-8505 = 1,0x35,0,0x9639,4,0x14,0x15,0x8C,0x00,3;
EXB-8500 = 1,0x35,0,0x9639,4,0x14,0x00,0x00,0x15,2;
EXB-8900 = 1,0x35,0,0x9639,4,0x27,0x27,0x27,0x00,3;
EXB-MAMMOTH2 = 1,0x35,0,0x19639,4,0,0x27,0x28,0x7f,2;
FJ-D3 = 1,0x21,0,0xCA19,4,0x09,0x09,0x09,0x09,0;
FJ-M8100 = 1,0x24,0,0x1d63d,4,0x0,0x0,0x0,0x0,3;
HP-DAT = 1,0x34,0,0x9639,4,0x0,0x0,0x0,0x0,3;
HP-DAT-DDS3 = 1,0x34,0,0,0x9639,4,0x0,0x8c,0x8c,0x8c,3;
HP_DAT_4 = 1,0x34,0,0x9639,4,0x00,0x8c,0x8c,0x8c,1;
IBM-3590 = 1,0x24,0,0x1c63d,4,0x0,0x0,0x0,0x0,3;
Metrum = 1,0x36,0,0x9639,4,0xf0,0xf0,0xf0,0xf0,3;
ARCHIVE_VIP = 1,0x32,512,0x163a,4,0x0,0x0,0x0,0x0,3;
TAND-8G-VAR = 1,0x37,0,0x963b,4,0xa0,0xd0,0xd0,0xd0,3;
gy20-data = 1,0x36,0,0xd659,1,0x00,0;
DEC-DLT = 1,0x36,0,0x9639,4,0x0,0x0,0x0,0x0,3;
Q-DLT7000 = 1,0x36,0,0x9639,4,0x82,0x83,0x84,0x85,3;
DLT8k-data = 1,0x38,0,0x19639,4,0x1a,0x1b,0x41,0x41,3;
SONY_AIT = 1,0x34,0,0x9639,4,0x13,0x0,0x8C,0x8C,3;
STK-4781 = 1,0x24,0,0xld43d,1,0x00,0;
STK-4791 = 1,0x24,0,0x1d67d,1,0x00,0;
STK-4890 = 1,0x24,0,0x1d67d,1,0x00,0;
STK-9840 = 1,0x36,0,0x1d639,1,0x00,0;
STK-SD-3 = 1,0x24,0,0x1d67d,1,0x00,0;

注意 カーネルの変更が完了したらシステムを再起動します。 この時、 再構成オプシ ョ ン
（boot -r またはreboot -- -r） を使用して、 初期化中にカーネルのSCSI テープ
（st） ド ラ イバに正しいタイプのド ライブであるこ とを認識させます。
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論理ユニッ ト番号エン ト リの追加論理ユニッ ト番号エン ト リの追加論理ユニッ ト番号エン ト リの追加論理ユニッ ト番号エン ト リの追加

たとえば、 STK Automated Cartridge Systemに接続するハーフインチ カート リ ッジ ド ラ イブ
のよ うに、 追加するデバイスが論理ユニッ ト番号 （LUN） の概念を使用する場合、 以下の形式の
エン ト リ を st.confファ イルに追加する必要があ り ます。

name="st" class="scsi"
    target=SCSI_ID lun=LUN

エン ト リの説明は以下のとおりです。

SCSI_IDは、 ド ラ イブが接続している SCSI ID。

LUNは、 ド ラ イブの論理ユニッ ト番号。

たとえば、 ド ライブを SCSI ID 3の論理ユニッ ト番号4に設定する場合、 次のエン ト リ を
st.confに追加します。

name="st" class="scsi"
    target=3 lun=4

sg.build スク リプ ト を使 う と、 st.confファ イルにエン ト リ を生成できます。

1つのつのつのつのSCSI ターゲッ トに複数の論理ユニッ ト番号ターゲッ トに複数の論理ユニッ ト番号ターゲッ トに複数の論理ユニッ ト番号ターゲッ トに複数の論理ユニッ ト番号

こ こでは、 SCSI ターゲッ ト ご とに複数の論理ユニッ ト番号 （LUN） を持つデバイスのインス トー
ル方法を説明します。 この手順では、 sg.buildを 3回実行し、 0から 15 （7は省略） のターゲッ
トおよび1から 4までのLUNを、 st.conf、 sg.conf、 およびsg.linksにそれぞれ追加し
ます。

注 この手順は、 ファ イバ チャンネル環境で必要です。

1. sg.build スク リプ ト を実行してファイルを作成し、 /kernel/drv/st.confファ イル内
にある以下の 7つのエン ト リ と置き換えます。

name="st" class="scsi"
   target=0 lun=0;
name="st" class="scsi"
   target=1 lun=0;
name="st" class="scsi"
   target=2 lun=0;
name="st" class="scsi"
   target=3 lun=0;
name="st" class="scsi"
   target=4 lun=0;
name="st" class="scsi"
   target=5 lun=0;
name="st" class="scsi"
   target=6 lun=0;
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a. 一時ファイルst.confを作成します。 sg.buildを使用してこのファイルを作成する
例を以下に示します。

cd /usr/openv/volmgr/bin/driver
/usr/openv/volmgr/bin/sg.build st.conf -mt 15 -ml 4 -st ./st.conf

b. /kernel/drv/sd.confファ イルを編集します。 一時ファイル./st.confには、 
/kernel/drv/st.confヘ挿入する必要のあるエン ト リが含まれています。

c. 設定オプシ ョ ン （boot -rまたはreboot -- -r） を使用して、 システムを再起動し
ます。

2. sg.build スク リプ ト を実行して、 ターゲッ ト 0から 15までのsg.confファ イルを作成し
ます （ターゲッ ト 7を除く ）。 各ターゲッ トには 0から 4までのLUNがあ り ます。

このスク リプ トの使用例と、 そのと きに作成されるファイルを以下に示します。

cd /usr/openv/volmgr/bin/driver
/usr/openv/volmgr/bin/sg.build sg.conf -mt 15 -ml 4 -sc ./sg.conf

name="sg" class="scsi" target=0 lun=0;
name="sg" class="scsi" target=0 lun=1;
name="sg" class="scsi" target=0 lun=2;
name="sg" class="scsi" target=0 lun=3;
name="sg" class="scsi" target=0 lun=4;
name="sg" class="scsi" target=1 lun=0;
name="sg" class="scsi" target=1 lun=1;
name="sg" class="scsi" target=1 lun=2;
name="sg" class="scsi" target=1 lun=3;
name="sg" class="scsi" target=1 lun=4;
name="sg" class="scsi" target=2 lun=0;
name="sg" class="scsi" target=2 lun=1;
name="sg" class="scsi" target=2 lun=2;
name="sg" class="scsi" target=2 lun=3;
name="sg" class="scsi" target=2 lun=4;
name="sg" class="scsi" target=3 lun=0;
name="sg" class="scsi" target=3 lun=1;
name="sg" class="scsi" target=3 lun=2;
name="sg" class="scsi" target=3 lun=3;
name="sg" class="scsi" target=3 lun=4;
name="sg" class="scsi" target=4 lun=0;
name="sg" class="scsi" target=4 lun=1;
name="sg" class="scsi" target=4 lun=2;
name="sg" class="scsi" target=4 lun=3;
name="sg" class="scsi" target=4 lun=4;
name="sg" class="scsi" target=5 lun=0;
name="sg" class="scsi" target=5 lun=1;
name="sg" class="scsi" target=5 lun=2;
name="sg" class="scsi" target=5 lun=3;
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name="sg" class="scsi" target=5 lun=4;
name="sg" class="scsi" target=6 lun=0;
name="sg" class="scsi" target=6 lun=1;
name="sg" class="scsi" target=6 lun=2;
name="sg" class="scsi" target=6 lun=3;
name="sg" class="scsi" target=6 lun=4;
name="sg" class="scsi" target=8 lun=0;
name="sg" class="scsi" target=8 lun=1;
name="sg" class="scsi" target=8 lun=2;
name="sg" class="scsi" target=8 lun=3;
name="sg" class="scsi" target=8 lun=4;
name="sg" class="scsi" target=9 lun=0;
name="sg" class="scsi" target=9 lun=1;
name="sg" class="scsi" target=9 lun=2;
name="sg" class="scsi" target=9 lun=3;
name="sg" class="scsi" target=9 lun=4;
name="sg" class="scsi" target=10 lun=0;
name="sg" class="scsi" target=10 lun=1;
name="sg" class="scsi" target=10 lun=2;
name="sg" class="scsi" target=10 lun=3;
name="sg" class="scsi" target=10 lun=4;
name="sg" class="scsi" target=11 lun=0;
name="sg" class="scsi" target=11 lun=1;
name="sg" class="scsi" target=11 lun=2;
name="sg" class="scsi" target=11 lun=3;
name="sg" class="scsi" target=11 lun=4;
name="sg" class="scsi" target=12 lun=0;
name="sg" class="scsi" target=12 lun=1;
name="sg" class="scsi" target=12 lun=2;
name="sg" class="scsi" target=12 lun=3;
name="sg" class="scsi" target=12 lun=4;
name="sg" class="scsi" target=13 lun=0;
name="sg" class="scsi" target=13 lun=1;
name="sg" class="scsi" target=13 lun=2;
name="sg" class="scsi" target=13 lun=3;
name="sg" class="scsi" target=13 lun=4;
name="sg" class="scsi" target=14 lun=0;
name="sg" class="scsi" target=14 lun=1;
name="sg" class="scsi" target=14 lun=2;
name="sg" class="scsi" target=14 lun=3;
name="sg" class="scsi" target=14 lun=4;
name="sg" class="scsi" target=15 lun=0;
name="sg" class="scsi" target=15 lun=1;
name="sg" class="scsi" target=15 lun=2;
name="sg" class="scsi" target=15 lun=3;
name="sg" class="scsi" target=15 lun=4;
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3. sg.build スク リプ ト を実行して、 ターゲッ ト 0から 15までのsg.linksファ イルを作成
します （ターゲッ ト 7を除く ）。 各ターゲッ トには 0から 4までのLUNがあ り ます。

注意 addr=#,#;欄と sg/c¥N0t#l#欄の間はタブで区切り ます。

このスク リプ トの使用例と、 そのと きに作成されるファイルを以下に示します。

cd /usr/openv/volmgr/bin/driver
/usr/openv/volmgr/bin/sg.build sg.links -mt 15 -ml 4 -sl ./sg.links

type=ddi_pseudo;name=sg;addr=0,0;       sg/c¥N0t0l0
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=0,1;       sg/c¥N0t0l1
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=0,2;       sg/c¥N0t0l2
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=0,3;       sg/c¥N0t0l3
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=0,4;       sg/c¥N0t0l4
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=1,0;       sg/c¥N0t1l0
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=1,1;       sg/c¥N0t1l1
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=1,2;       sg/c¥N0t1l2
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=1,3;       sg/c¥N0t1l3
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=1,4;       sg/c¥N0t1l4
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=2,0;       sg/c¥N0t2l0
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=2,1;       sg/c¥N0t2l1
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=2,2;       sg/c¥N0t2l2
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=2,3;       sg/c¥N0t2l3
type=ddi_pseudo;name=sg;addr=2,4;       sg/c¥N0t2l4
.
.
.

4. /usr/openv/volmgr/bin/sgscanを編集して forステート メン トの一番最後にある
*の前のゼロ （0） を削除し、 すべてのLUNを出力するよ うにします。

変更前

for i in /dev/sg/c*t*[dl]0*; do

変更後

for i in /dev/sg/c*t*[dl]*; do

5. sg ド ライバ./install.sgをインス トール （または再インス トール） します。

詳細については、 「SCSI パススルー ド ラ イバのインス トール」 （5 ページ） を参照して くださ
い。

6. sgscan コマンドを実行し、 /dev/sg/デバイス番号と SCSI照会文字列を表示します。
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7. 光ディ スク  ラ イブラ リ をインス トールする場合は、scsi_command -d /dev/sg/sg_id 
-inquiryを実行して、 各光ターゲッ ト を確認します。

次にscsi_command -d /dev/sg/sg_id -diskを実行し、 光ディ スク  ド ライブの
eepromを光からディ スクに変更します。 これで Solaris sd ド ラ イバがド ライブと通信で
きるよ うになり ます。

8. /kernel/drv/sd.confファ イルを編集します。 必要なターゲッ ト  エン ト リ行をコピー
し、 必要に応じて lun #の値を新しい論理ユニッ ト番号で置き換えます。

#
# Copyright (c) 1992, by Sun Microsystems, Inc.
#
#ident  @(#)sd.conf    1.8     93/05/03 SMI
name="sd" class="scsi"
       target=0 lun=0;
name="sd" class="scsi"
       target=1 lun=0;
name="sd" class="scsi"
       target=2 lun=0;
name="sd" class="scsi"
       target=3 lun=0;
name="sd" class="scsi"
       target=4 lun=0;
name="sd" class="scsi"
       target=4 lun=1;
name="sd" class="scsi"
       target=4 lun=2;
name="sd" class="scsi"
       target=4 lun=3;
.
.
.

9. デバイスを再構成する -rオプシ ョ ンを使ってシステムを再起動します。 起動時に装置の sd
ド ライバ アドレスが表示されるはずです （sgscan all コマンドの出力内容と同じ）。
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HP 4-mm ド ライブとド ライブとド ライブとド ライブと HP DATオートローダの追加オートローダの追加オートローダの追加オートローダの追加

Hewlett-Packard (HP) 4-mm DATテープド ライブまたはHP C1560B DATオート ローダを使
用する場合は、 この ト ピッ クをお読みください。

注 別のスイ ッチ設定でも動作する場合があ り ますが、 HP35480 ド ラ イブと HP C1560Bオート
ローダを使ったテス トでは、 これらの設定で動作しました。

HP35480 4-mm （DAT） では、 以下のハード ウェア （テープド ライブ） スイ ッチ設定を使用し
ます。

On=1、 Off=0

HP C1560B DATオート ローダでのHP C1533A ド ラ イブには、 以下の設定を使用します。

スイッチ 設定

1 1

2 1

3 1

4 1

5 1

6 1

7 1

8 1

スイッチ 設定

1 1

2 1

3 1

4 1

5 1

6 1

7 0

8 0
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Sony AITまたはまたはまたはまたはAIT-2 ド ライブの追加ドライブの追加ドライブの追加ドライブの追加

Sony AIT またはAIT-2テープ ド ラ イブを使 う場合は、 このセクシ ョ ンをお読みください。

ノンリワインドノンリワインドノンリワインドノンリワインド  デバイスデバイスデバイスデバイス ファイルファイルファイルファイル

Media Managerの設定にテープ ド ラ イブを追加する と き、 ク ローズ デバイス  パスにノン リ ワイ
ンドを指定する必要があ り ます。 システムで設定されている ノン リ ワインドのデバイス  ファ イル
を表示するには、 パラ メータ と してtapeを指定して sgscanコマンドを実行します。

# /usr/openv/volmgr/bin/sgscan tape
/dev/sg/c2t5l0: Tape (/dev/rmt/6): "SONY SDX-300C"

前述のsgscanの出力よ り、 ド ラ イブをアダプタ 2にSCSI ID 5で接続していた場合は、デバイス  
パスには次のパスを使います。

/dev/rmt/6cbn

ディ ップディ ップディ ップディ ップ スイッチ設定スイッチ設定スイッチ設定スイッチ設定

Sony ド ライブの底面には 8つのディ ップ スイ ッチがあ り ます。 これらのスイ ッチは正し く設定す
る必要があ り ます。 たとえ、 ロボッ トから ド ライブを取り外す必要がある と しても、 必ず正し く設

定されているこ とを確認して ください。

SpectraLogicなど、 ロボッ トの中には、 ド ラ イブ スイ ッチの設定をロボッ ト自体で行 う こ とがで
きるものもあ り ます。 SpectraLogic ロボッ トの場合、 ド ラ イブ スイ ッチはどれでもかまいませ
ん。 Treefrog （215） ロボッ トには、 適切なOSを設定するためのダイヤルが背面にあ り ます。
Bullfrog （10000） ロボッ トには、 OSを設定するためのタッチ スク リーンが付いています。

AIT ド ラ イブのSonyからの出荷時の設定は以下の 2 とおりの う ちのどちらかになり ます。 どちら
の設定であるかは、 AIT ド ラ イブのバージ ョ ンによって決ま り ます。

注 ロボッ トのベンダやハードウェアの購入先によって工場出荷時のド ライブ スイ ッチ設定が変
更されるこ と もあ り ます。

On=1、 Off=0

スイッチ 設定

1 0

2 0

3 0

4 0

5 0

6 0
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スイ ッチ 1から 4はOS タイプご とに適切に設定する必要があ り ます。 通常、 スイ ッチ 5から 8は
初期設定のままでかまいません。 Solarisの場合は、 以下のスイ ッチ設定を使用します。

以下のコマンドを使 う と、 ド ライブを取り外すこ とな く現在のディ ップ スイ ッチ設定を確認でき
ます。

/usr/openv/volmgr/bin/scsi_command -d /dev/sg/c2t5l0 -ait

出力は次のよ うになり ます。

Physical AIT drive switch setting = 0x0 (Default configuration)
Logical AIT drive switch setting = 0xa (SUN - SunOS and Solaris)

7 1

8 1

スイッチ 設定

1 0

2 0

3 0

4 0

5 1

6 0

7 1

8 0

スイッチ 設定

1 0

2 1

3 0

4 1

スイッチ 設定
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HP光ディスク光ディスク光ディスク光ディスク  ド ライブの設定ドライブの設定ドライブの設定ドライブの設定

スタンドアロン型のHewlett-Packard光ディ スク  ド ラ イブを使 う場合、 sg ド ラ イバがインス
トールされている必要があ り ます （「SCSI パススルー ド ラ イバのインス トール」 （5 ページ） を参
照）。 また、 起動時に光ディ スク  ド ラ イブがディ スク  ド ライブと して認識されるよ うにシステムを
設定する必要があ り ます。

Hewlett-Packard 1.2 GB または同等モデルの磁気/光ディ スク  ド ライブを追加する場合、 システ
ムはそれらをディ スク  ド ラ イブと して認識せず、 使用できないこ とがあ り ます。 詳細については、
「非揮発性メモリへのHP光ディ スク  ド ライブ タイプの設定」 （27 ページ） を参照して ください。

デバイスデバイスデバイスデバイス ファイルの作成ファイルの作成ファイルの作成ファイルの作成

光ディ スク  ド ラ イブをMedia Managerの設定に追加する と き、 次のデバイス  パスを指定する必
要があ り ます。

◆ ボリ ューム ヘッダ ディ スクのデバイス  パス （パーティシ ョ ン 0）

◆ キャラ ク タ  デバイス  パス （パーティシ ョ ン 6）

システムに設定されているディ スク  デバイス  ファ イルを表示するには、 パラ メータ と して disk
を指定してsgscan コマンドを実行します。

# /usr/openv/volmgr/bin/sgscan disk
/dev/sg/c0t0l0: (/dev/rdsk/c0t0d0): "IBM     DCAS32160SUN2.1G"
/dev/sg/c0t1l0: (/dev/rdsk/c0t1d0): "HP      C1113F"
/dev/sg/c0t2l0: (/dev/rdsk/c0t2d0): "HP      C1113F"
/dev/sg/c0t5l0: (/dev/rdsk/c0t5d0): "HP      C1160F"
/dev/sg/c1t0l0: (/dev/rdsk/c1t0d0): "SONY    SMO-F541"
/dev/sg/c1t1l0: (/dev/rdsk/c1t1d0): "SONY    SMO-F541"
/dev/sg/c1t2l0: (/dev/rdsk/c1t2d0): "SEAGATE ST11200N SUN1.05"

注 すべてのデバイス  タイプを表示するには、 パラ メータ と して allを指定して sgscan コマン
ドを実行します。 このコマンドは、 同じアダプタに設定されている別のSCSIデバイスにディ
スク  デバイスを関連付ける際に便利です。

使用法 :sgscan [all|basic|changer|disk|tape] [conf] [-v]

光ディ スク  デバイス  ファ イルは、 次の形式で/devディ レク ト リにあ り ます。

/dev/rdsk/cAdaptertTargetd0s0   （ボ リ ューム ヘッダ デバイス）

/dev/rdsk/cAdaptertTargetd0s6   （キャラ ク タ  デバイス）

ディ レク ト リの説明は以下のとおりです。

Adapterは、 sgscan入力で表示される論理アダプタ番号です。

Targetは、 SCSI IDです。
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光ディスク光ディスク光ディスク光ディスク  デバイスデバイスデバイスデバイス ファイルの例ファイルの例ファイルの例ファイルの例

例例例例 1

前述のsgscan コマンドの出力を例と した場合、 光ディ スク  ド ラ イブがアダプタ  カード 0に
SCSI ID 5で接続している場合、 以下のデバイス  パスを使います。

/dev/rdsk/c0t5d0s0 （ボ リ ューム ヘッダ デバイス）

/dev/rdsk/c0t5d0s6 （キャラ クタ  デバイス）

例例例例 2

前述のsgscan コマンドの出力を例と した場合、 光ディ スク  ド ラ イブがS bus 1のアダプタ  カー
ド 1にSCSI ID 0で接続している場合、 以下のデバイス  パスを使います。

/dev/rdsk/c1t0d0s0 （ボ リ ューム ヘッダ デバイス）

/dev/rdsk/c1t0d0s6 （キャラ クタ  デバイス）

非揮発性メモリへの非揮発性メモリへの非揮発性メモリへの非揮発性メモリへのHP光ディスク光ディスク光ディスク光ディスク  ド ライブド ライブド ライブド ライブ タイプの設定タイプの設定タイプの設定タイプの設定

HP光ディ スク  ド ラ イブを使用するには、システムの起動時にその光ディ スク  ド ライブがディ スク  
ド ラ イブと して認識される必要があり ます。 Hewlett-Packard 1.2GBまたは同等モデルの磁気/
光ディ スク  ド ライブを追加する場合、 システムはそれらをディ スク  ド ライブと して認識しないこ
と があり ます。 この場合、 次の手順に従って認識させます。

1. sg ロード可能ド ライバがインス トールされていない場合、 このド ライバをインス トールしま
す。 ド ライバのインス トール方法については、 「SCSI パススルー ド ラ イバのインス トール」 
（5 ページ） を参照して ください。

2. scsi_command コマンドを使って、 （ド ライブの非揮発性メモ リに保管された） デバイス  タ
イプを光メモ リからディ スクに変更します。 コマンドの形式は次のとおりです。

注 /devパスによって、 通常、 Media Managerはロボティ ッ ク制御にアクセスするために sg
ド ライバを使用しますので、 光ディ スク  ド ラ イブへのアクセスは例外とな り ます。 従って、
ロボティ ッ ク制御のSCSI IDではな く、 必ず光ディ スク  ド ライブのSCSI IDを指定して くだ
さい。

/user/openv/volmgr/bin/scsi_command -d /dev/sg/sg_id -disk

sg_idは、 sg ド ライバによ り使用される光ディ スク  ド ラ イブに割り当てられた論理識別子で
す。 論理識別子の割り当て方法については、 「SCSI ロボティ ッ ク制御の設定」 を参照して く
ださい。
第 2 章  Solaris 2.6/7/8を稼動する Sun4/SPARC 27



HP光ディ スク  ド ラ イブの設定
3. 再構成オプシ ョ ン （boot -rまたはreboot -- -r） を使ってシステムを再起動し、 カー
ネルのSCSIディ スク （sd） ド ラ イバがド ラ イブをディ スク  ド ライブと して認識できるよ うに
します。
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コマン ド一覧
コマンド一覧コマンド一覧コマンド一覧コマンド一覧

デバイスの設定に役立つコマンドの一覧を以下に示します。 用法例などは、 各項目ご との説明を参

照して ください。

/usr/sbin/modinfo | grep sg

sg ド ライバがインス トールされているかど うかを表示します。

/usr/openv/volmgr/bin/driver/sg.install

sg ド ライバの初期インス トールを行います。

/usr/sbin/rem_drv sg

sg ド ライバをアンインス トールします。

/usr/openv/volmgr/bin/sg.build all

-mt max_target

-ml max_lun

-st st.conf_file

-sc sc.conf_file

-sl sg.links_file

st.conf、 sg.conf、 およびsg.linksを更新し、 複数のLUNを持つワイ ド SCSI IDを
生成します。

/usr/openv/volmgr/bin/sg.build st.conf

-mt max_target

-ml max_lun

-st st.conf_file

st.confを更新し、 複数のLUNを持つワイ ド SCSI IDを生成します。

/usr/openv/volmgr/bin/sg.build sg.conf

-mt max_target

-ml max_lun

-sc sg.conf_file

sg.confを更新し、 複数のLUNを持つワイ ド SCSI IDを生成します。

/usr/openv/volmgr/bin/sg.build sg.links

-mt max_target

-ml max_lun
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-sl sg.links_file

sg.linksを更新し、 複数のLUNを持つワイ ド SCSI IDを生成します。

/usr/openv/volmgr/bin/sgscan all

SCSI 照会ですべての接続デバイスをスキャンし、 /dev/sg内のすべてのデバイス  ファ イル
を使って物理デバイス と論理デバイス間の相関を提供します。

/usr/openv/volmgr/bin/scsi_command -d /dev/sg/sg_id -disk

（ド ラ イブの非揮発性メモリに保管されている） デバイス  タイプを光メモ リからディ スクに変
更します。

sg_idは、 sg ド ライバによ り使用される光ディ スク  ド ラ イブに割り当てられた論理識別子で
す。 論理識別子の割り当て方法については、 「SCSI ロボティ ッ ク制御の設定」 （9 ページ）
を参照して ください。

boot -rまたは reboot -- -r

再構成オプシ ョ ン （-r） を使ってシステムを再起動し、 カーネルのSCSIディ スク （sd）
ド ラ イバがド ライブをディ スク  ド ラ イブと して認識できるよ うにします。

/usr/openv/volmgr/bin/vmconf

Media Managerで提供されるこのスク リプ ト を使 う と、 デバイス設定を容易に行 う こ とがで
きます。
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用語集用語集用語集用語集
ACS

Automated Cartridge System （自動カート リ ッジ システム） の略。 このロボッ ト  タイプは、
NetBackup DataCenterでのみ使用するこ とができます。

AIT

Sony Advanced Intelligent Tapeの略。 テープ ド ライブまたはメディアのタイプ。

bp

NetBackup UNIX ク ラ イアン ト上でユーザが使用するバッ クアップ、 アーカイブ、 およびリ ス ト
ア ユーティ リ ティ。 このユーティ リ ティは、 キャラ ク タ  ベースのメニュー インタフェースが備
わっており、 X Windows端末ではない端末から実行するこ とができます。

bp.conf ファイルファイルファイルファイル

UNIXサーバ、 およびUNIX、 Macintosh、 OS/2のクライアン トにある NetBackup設定ファ
イル。

bp.ini ファイルファイルファイルファイル

Novell NetWar ターゲッ ト  ク ラ イアン ト用の NetBackup初期設定ファイル。

bpadm

NetBackup UNIXサーバ上で実行するシステム管理者用ユーティ リ ティ。 このユーティ リ ティ
は、 キャラ ク タ  ベースのメニュー インタフェースが備わっており、 X Windows端末ではない
端末から実行するこ とができます。

bpcd

Windows NT上の NetBackup Client Service、 およびUNIX上の NetBackup Clientデーモン。

bprd

Windows NT上の NetBackup Request Manager Service、 およびUNIX上の NetBackup 
Requestデーモン。
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CDF

Context-dependent fileの略。 Hewlett-Packard システムにおけるディレク ト リ構造のタイプ。 

cpio
ディ スクやテープ上の cpio アーカイブに、 またはそこから、 ファ イルをコピーするための UNIX
コマンド。

ctime

UNIX i ノードが変更された時間。

DHCP

Dynamic Host Configuration Protocol （動的ホス ト構成プロ ト コル） の略。 この TCP/IP
プロ ト コルは、 ネッ ト ワークへの接続時に、 ホス トに一時的な IP アドレスを自動的に割り当てま
す。

DLT

デジタル リ ニア テープ （Digital Linear Tape） のこ と。 テープ ド ライブの種類の 1つ。

DNS （（（（Domain Name Service））））

ネッ ト ワーク通信のために、 名前の変換を扱 うプログラム。

EVSN

External Volume Serial Number （外部ボリ ュームのシ リ アル番号） の略。 メディア カート リ ッ
ジ、 またはキャニスタに書き込まれた識別子で、 ボ リ ュームをド ライブやロボッ トに挿入する前

に、 演算子がそのボ リ ュームを識別できるよ うにします。 ラベルの付いたメディアの場合は、

EVSNは RVSN （Recorded Volume Serial Number の略で、 メディア上に記録された識別子）
と同じでなければなり ません。 すべてのメ ディ アで、 EVSNの値はメ ディ ア ID と同じになり ます。

FastBackup

Auspex ク ライアン ト上でのみ実行可能な、 rawパーティシ ョ ンのバッ クアップの特殊なタイプ
（このオプシ ョ ンはNetBackup DataCenter でのみ使用できます）。

FlashBackup

別ライセンスのオプシ ョ ンである NetBackup FlashBackupでのみ実行可能な、 rawパーティ
シ ョ ンのバッ クアップ （このオプシ ョ ンは NetBackup DataCenter でのみ使用できます）。

FROZEN （メディアの状態）（メディアの状態）（メディアの状態）（メディアの状態）

ボリ ュームの状態が FROZEN （凍結状態） の場合、 NetBackup ではそのメディアを永久保存す
るものと して扱います。 このメディアから リ ス ト アするこ とはできますが、 バッ クアップやアーカ

イブには使用できな くなり ます。
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FULL （メディアの状態）（メディアの状態）（メディアの状態）（メディアの状態）

レポートや リ ス トにこの状態が表示された場合、 ボ リ ュームはいっぱいで、 これ以上データを保存

した りバッ クアップするこ とができないこ とを示します。

Global Data Manager

別ライセンスの製品 （UNIXサーバ用） で、 管理者が複数のマスタ  サーバを監視した り管理する
こ とができる、 ツ リー ビューを持つインタフェースを提供します。 このオプシ ョ ンがインス トー
ルされているサーバを 「マスタ  オブ マスタ」 と呼びます。

GNU tar

UNIX tarプログラムのパブリ ッ ク  ド メ イン バージ ョ ン。

goodies ディ レク ト リディ レク ト リディ レク ト リディ レク ト リ

サポート 対象外のプログラ ム、 スク リ プト 、 およびその他のファ イルが格納されているディ レク

ト リ 。

GUI

Graphical User Interface （グラフ ィカル ユーザ インタフェース） の略。

HSM

「Storage Migrator」 を参照。

install_path

NetBackup と Media Manager ソフ ト ウェアがインス トールされているディ レク ト リ 。
Windows NTの場合、 デフォルトは C:¥Program Files¥VERITASで、 UNIXの
場合は、 デフォルトは /usr/openvです。

i ノードノードノードノード

単一ファイルの存在を定義する UNIXのデータ構造。

jbpSA

ユーザがバッ クアップ、 アーカイブ、 およびリ ス ト アを実行するために使用する Javaベースの
NetBackup インタフェース。

jnbSA

システム管理者が使用する Javaベースの NetBackup インタフェース。
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LMF （（（（Library Management Facility ： ライブラリ管理機能）： ライブラリ管理機能）： ライブラリ管理機能）： ライブラリ管理機能）

Media Manager で指定するロボッ トのカテゴ リ。 このカテゴ リの特定のベンダー タイプとモデ
ルについては、 VERITASのWebサイ ト （www.support.veritas.com） のサポート  ページ
を参照。 VERITAS Support Product List （VERITASサポート製品リ ス ト ） で NetBackup 
BusinesServer またはNetBackup DataCenterのいずれかを選択し、 サポート されているオプ
シ ョ ンを確認して ください。

このロボッ ト  タイプは、 NetBackup DataCenterでのみ使用するこ とができます。

Media Manager

NetBackupのソフト ウェアの 1つで、 スト レージ  デバイスと リ ムーバブル メ ディ アを管理します。

Media Manager ホストホストホストホスト

Media Manager ソフ ト ウェアがインス トールされているホス ト。

MHD

「マルチホス ト  ド ライブ」 を参照。

MPX

「マルチプレキシング」 を参照。

mtime

UNIX ファ イルまたはNTFS ファ イルが修正された時間のポイン ト。

NDMP

Network Data Management Protocolの略。 NetBackupで NDMP を使用するには、 NDMP
用NetBackupの別ラ イセンスのオプシ ョ ンが必要です。

NetBackup Client Service

ク ライアン ト とサーバ上で実行される NetBackup Windows NTのサービスで、 ネッ ト ワーク内
の NetBackupサーバと ク ラ イアン トの接続を待機します。 接続が確立する と、 このサービスに
よって必要なプログラムが開始されます。

NetBackup Database Manager Service

マスタ  サーバ上で実行される NetBackup Windows NT/2000のサービスで、 カタログと呼ばれ
る NetBackup内部データベースを管理します。 NetBackupの管理操作中は、 このサービスはマ
スタ  サーバ上で実行されていなければなり ません。
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NetBackup Device Manager Service

NetBackupサーバ上で実行される NetBackup Windows NT/2000のサービスで、 ロボティ ッ
ク  コン ト ロールの処理を開始し、 ボ リ ュームの予約と割り当てを制御します。 このサービスは、
サーバにMedia Managerによって制御されているデバイスが存在する場合にのみ実行されます。
このプロセスは、 ltid です。

NetBackup Request Manager Service

マスタ  サーバ上で実行される NetBackup Windows NT/2000のサービスで、 スケジューラを開
始し、 ク ライアン トから リ クエス ト を受信します。

NetBackup Volume Manager Service

マスタ  サーバ上で実行される NetBackup Windows NT/2000サービスで、 Media Managerの
リモート管理とボ リ ューム情報の管理を行います。 このプロセスは、 vmdです。

NetBackup設定オプシ ョ ン設定オプシ ョ ン設定オプシ ョ ン設定オプシ ョ ン

UNIXサーバやUNIX と Macintosh ク ラ イアン トの場合は、 NetBackup設定オプシ ョ ンは
bp.conf ファ イル内で指定します。 NetWare ターゲッ トやOS/2 ク ラ イアン トの場合は、
bp.ini ファ イル内で指定します。Windows NTサーバと Microsoft Windows ク ライアン トの
場合、 この設定はプロパティ と呼ばれ、 バッ クアップ、 アーカイブおよびリ ス ト ア インタ
フェースか、 管理インタフェースの ［設定 - NetBackup］ ウ ィンド ウで指定します。

NetBackup データベースデータベースデータベースデータベース

「カタログ」 を参照。

NetBackupのプロパティのプロパティのプロパティのプロパティ

NetBackup設定オプシ ョ ンと同じですが、 Microsoft Windowsプラ ッ ト フォーム上では
NetBackup のプロパティ と呼ばれます。

NFS

Network File System の略。

NIS

Network Information Serviceの略。

NLM

NetWare Loadable Module の略。

ODL

Optical Disk Libraryの略。 このロボッ ト  タイプは、 NetBackup DataCenterでのみ使用するこ
とができます。
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OSF とととと Motif

ユーザ インタフェースの設計のための仕様を集めたもの。

pathname

目的のディ レク ト リやファ イルへのパスを示すディ レク ト リの リ ス ト 。

PC クライアン トクライアン トクライアン トクライアン ト

Microsoft Windows （2000、 NT、 98、 95）、 Macintosh、 または IBM OS/2オペレーティング
システムが実行されている NetBackup ク ラ イアン ト。

peername

別のシステムへの接続を確立する際に、 コンピュータがそれ自体を識別する名前。

QIC

Quarter-Inch-Cartridge （1/4 インチ カート リ ッジ） テープの略。

rawパーティシ ョ ンのバックアップパーティシ ョ ンのバックアップパーティシ ョ ンのバックアップパーティシ ョ ンのバックアップ

UNIX上のディ スク  ド ラ イブの任意のパーティシ ョ ンをビッ ト単位でバッ クアップするこ と。
Windows NT/2000の場合は、 ディ スク  イ メージ バッ クアップと呼ばれます。

rbak

Apollo ク ラ イアン トが、 リ ス ト アの実行中にテープからデータを読み込むために使用するプログ
ラム。

RS-232

シ リ アル通信や、 場合によってはス ト レージ ユニッ ト周辺機器との通信に使われる、 業界標準の
インタフェース。

RSM - Removable Storage Manager

Media Manager で指定するロボッ トのカテゴ リ。 このカテゴ リの特定のベンダー タイプとモデ
ルについては、 VERITASのWebサイ ト （www.support.veritas.com） のサポート  ページ
を参照。 VERITAS Support Product List （VERITASサポート製品リ ス ト ） で NetBackup 
BusinesServer またはNetBackup DataCenterのいずれかを選択し、 サポート されているオプ
シ ョ ンを確認して ください。

また、 ス ト レージ デバイスを管理している Windows2000オペレーティング システムのコンポー
ネン トでもあ り ます。

RSM インタフ ェースインタフ ェースインタフ ェースインタフ ェース

Windows 2000で RSM （Removable Storage Manager） の管理に使用されるアプリ ケーショ ン。
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RVSN

Recorded Volume Serial Numberの略。 ボ リ ューム上のラベルの一部と して記録される識別子
で、 Media Managerは正しいボ リ ュームがマウン ト されたかど うかを確認するために使用しま
す。 RVSNの値は、 メディア ID と同じにな り ます。

SCSI

Small Computer System Interfaceの略。 形式と してはパラレル インタフェースの一種で、 ス ト
レージ周辺機器との通信に頻繁に使用されます。

Shared Storage Option （（（（SSO））））

「マルチホス ト  ド ライブ」 を参照。

SMDR

Storage Management Data Requestorの略。 ユーザに意識させずにすべての SMSモジュールに
対してサービスを提供し、 リモートやローカル モジュールの相互通信を可能にする Novell 
NetWareのプログラム。 

SMS

Novell NetWareのス ト レージ マネージ メ ン ト  サービス （Storage Management Service）。

Storage Migrator

VERITAS Storage Migrator など、 UNIXおよびWindows NT用の階層型ス ト レージ管理製品。
これらの製品は、 ユーザに意識させずにデータを別のス ト レージ ユニッ トに移動し、 ユーザやア
プリケーシ ョ ンで必要になったと きにだけ、 そのデータをユーザに意識させずに戻すこ とで、 ディ

スクの容量を節約します。

Storage Migratorは、 NetBackup DataCenter でのみ使用するこ とができます。

SUSPENDED （メディアの状態）（メディアの状態）（メディアの状態）（メディアの状態）

ボリ ュームが SUSPENDED （サスペンド状態） の場合、 NetBackupはそのボ リ ュームから リ ス
ト アするこ とはできますが、 バッ クアップに使用するこ とはできません。 NetBackup では、 ボ
リ ューム内の最後のバッ クアップ イ メージの期限が切れるまで、 メディア ID のレコードを保存し
ます。

tar

リ ス ト ア中にNetBackupがバッ クアップ イ メージを抽出するために使用する Tape Archive
プログラム。

Target Service Agent （ターゲッ ト（ターゲッ ト（ターゲッ ト（ターゲッ ト  サービスサービスサービスサービス エージェン ト）エージェン ト）エージェン ト）エージェン ト）

ターゲッ ト  サービス  エージェン トは、 Novell NetWareのエージェン トで、 バッ クアップ中は
SMS用に、 リ ス ト ア中はターゲッ ト用に、 ターゲッ トのデータを用意します。
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TIR

「 ト ゥルー イ メージ リ ス ト ア （True Image Restore）」 を参照。

TL4 - Tape Library 4MM

Media Manager で指定するロボッ トのカテゴ リ。 このカテゴ リの特定のベンダー タイプとモデ
ルについては、 VERITASのWebサイ ト （www.support.veritas.com） のサポート  ページ
を参照。 VERITAS Support Product List （VERITASサポート製品リ ス ト ） で NetBackup 
BusinesServer またはNetBackup DataCenterのいずれかを選択し、 サポート されているオプ
シ ョ ンを確認して ください。

TL8 - Tape Library 8MM

Media Manager で指定するロボッ トのカテゴ リ。 このカテゴ リの特定のベンダー タイプとモデ
ルについては、 VERITASのWebサイ ト （www.support.veritas.com） のサポート  ページ
を参照。 VERITAS Support Product List （VERITASサポート製品リ ス ト ） で NetBackup 
BusinesServer またはNetBackup DataCenterのいずれかを選択し、 サポート されているオプ
シ ョ ンを確認して ください。

TLD - Tape Library DLT

Media Manager で指定するロボッ トのカテゴ リ。 このカテゴ リの特定のベンダー タイプとモデ
ルについては、 VERITASのWebサイ ト （www.support.veritas.com） のサポート  ページ
を参照。 VERITAS Support Product List （VERITASサポート製品リ ス ト ） で NetBackup 
BusinesServer またはNetBackup DataCenterのいずれかを選択し、 サポート されているオプ
シ ョ ンを確認して ください。

TLH - Tape Library Half-inch

Media Manager で指定するロボッ トのカテゴ リ。 このカテゴ リの特定のベンダー タイプとモデ
ルについては、 VERITASのWebサイ ト （www.support.veritas.com） のサポート  ページ
を参照。 VERITAS Support Product List （VERITASサポート製品リ ス ト ） で NetBackup 
BusinesServer またはNetBackup DataCenterのいずれかを選択し、 サポート されているオプ
シ ョ ンを確認して ください。

このロボッ ト  タイプは、 NetBackup DataCenterでのみ使用するこ とができます。

TLM - Tape Library Multimedia

Media Manager で指定するロボッ トのカテゴ リ。 このカテゴ リの特定のベンダー タイプとモデ
ルについては、 VERITASのWebサイ ト （www.support.veritas.com） のサポート  ページ
を参照。 VERITAS Support Product List （VERITASサポート製品リ ス ト ） で NetBackup 
BusinesServer またはNetBackup DataCenterのいずれかを選択し、 サポート されているオプ
シ ョ ンを確認して ください。

このロボッ ト  タイプは、 NetBackup DataCenterでのみ使用するこ とができます。
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tpconfig

デバイスの設定に使用される Media Managerの管理ユーティ リ ティで、 コマンド  ラ インから開
始されます。 このユーティ リ ティには、 キャラ ク タ  ベースのメニュー インタフェースが備わって
おり、 UNIX上では、 X Windows端末ではない端末から実行するこ とができます。

TS8 - Tape Stacker 8MM

Media Manager で指定するロボッ トのカテゴ リ。 このカテゴ リの特定のベンダー タイプとモデ
ルについては、 VERITASのWebサイ ト （www.support.veritas.com） のサポート  ページ
を参照。 VERITAS Support Product List （VERITASサポート製品リ ス ト ） で NetBackup 
BusinesServer またはNetBackup DataCenterのいずれかを選択し、 サポート されているオプ
シ ョ ンを確認して ください。

TSA

「Target Service Agent （ターゲッ ト  サービス  エージェン ト ）」

TSH - Tape Stacker Half-inch

Media Manager で指定するロボッ トのカテゴ リ。 このカテゴ リの特定のベンダー タイプとモデ
ルについては、 VERITASのWebサイ ト （www.support.veritas.com） のサポート  ページ
を参照。 VERITAS Support Product List （VERITASサポート製品リ ス ト ） で NetBackup 
BusinesServer またはNetBackup DataCenterのいずれかを選択し、 サポート されているオプ
シ ョ ンを確認して ください。

このロボッ ト  タイプは、 NetBackup DataCenterでのみ使用するこ とができます。

vm.conf

Media Managerの設定ファイルで、 ローカル デバイスと、 バーコードの付いていないデフォル
トのメディア ID のプレフ ィ ッ クスを管理するサーバのエン ト リ を持ちます。

vmadm

ボリ ューム管理のためのMedia Managerの管理ユーティ リ ティ。 このユーティ リ ティは、
UNIX上で実行されます。 キャラ ク タ  ベースのメニュー インタフェースが備わっており、
X Windows端末ではない端末から実行するこ とができます。

wbak

Apollo ク ラ イアン トがテープにデータを書き込むために使用するプログラム。

Windows Display Console

Windows 2000、 NT、 98、 および 95のコンピュータで実行される  NetBackup-Java インタ
フェース  プログラム。 ユーザまたは管理者は、 ローカル システムでこのインタフェースを起動し
て、 NetBackup-Java ソフ ト ウェアがインス トールされている UNIX システムにアクセスできま
す。 その後は、 各自の権限の範囲内でユーザや管理者の操作を実行できます。
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WORM メディアメディアメディアメディア

1度書き込むと、 その後は読取り専用になるオプティカル ディ スクのメディア。 NetBackup 
BusinesServer では、 WORM メディアは使用できません。

xbp

NetBackup UNIX ク ラ イアン ト上のユーザが、 バッ クアップ、 アーカイブ、 およびリ ス ト アを実
行するための、 X Windowsベースのプログラム。

xbpadm

UNIX用の X Windowsベースの NetBackup管理インタフェース。 このインタフェースは、
NetBackup DataCenterでのみ使用するこ とができます。

xbpmon

UNIXでジ ョブの監視を行 うための、 X Windowsベースの NetBackup ユーティ リ ティ。
このユーティ リ ティは、 NetBackup DataCenterでのみ使用するこ とができます。

xdevadm

UNIXでデバイスの管理を行 うための、 X WindowsベースのMedia Manager ユーティ リ ティ。
このインタフェースは、 NetBackup DataCenterでのみ使用するこ とができます。

xvmadm

UNIXでメディアの管理を行 うための、 X WindowsベースのMedia Manager ユーティ リ ティ。
このインタフェースは、 NetBackup DataCenterでのみ使用するこ とができます。

アウトアウトアウトアウト - ポートポートポートポート

「入力ポート と出力ポート 」 を参照。

アーカイブアーカイブアーカイブアーカイブ

特別な形式のバッ クアップの仕方。 NetBackup の場合、 選択したファ イルをバッ クアップし、
バッ クアップが完了する と、 ファ イルをローカル ディ スクから削除するこ とをいいます。 このマ
ニュアルでは特に記載がない限り、 「バッ クアップ」 はアーカイブ操作の一部であるバッ クアップ

処理を指すこ と もあ り ます。

アーカイブアーカイブアーカイブアーカイブ ビッ トビッ トビッ トビッ ト

ファ イルの書き込み時にMicrosoftベースのオペレーティング システムによって設定されるファ
イルのステータス  ビッ トで、 ファ イルが変更されたこ とを示します。

アクセス制御リスト （アクセス制御リスト （アクセス制御リスト （アクセス制御リスト （ACL））））

ある種のファイルシステムにおいて、 ファ イルに関連付けられているセキュ リ ティ情報のこ と。
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アクテ ィビテ ィアクテ ィビテ ィアクテ ィビテ ィアクテ ィビテ ィ  モニタモニタモニタモニタ

NetBackup のジ ョブ情報を表示し、 最小限の管理機能を提供する、 NetBackupの管理ユーティ
リ ティ。

アクテ ィビテ ィアクテ ィビテ ィアクテ ィビテ ィアクテ ィビテ ィ  ログログログログ

必要に応じて、 特定の NetBackupのプログラムやプロセスに対して有効とするこ とができ、 その
結果障害解析に利用できるログの総称。

アクテ ィブアクテ ィブアクテ ィブアクテ ィブ ジ ョ ブジ ョ ブジ ョ ブジ ョ ブ

NetBackup でデータのバッ クアップまたはリ ス ト アを実行中のジ ョブ。

圧縮圧縮圧縮圧縮

データ圧縮処理のこ とで、 この処理によ りデータの転送と格納をよ り効率的に実行できます。

暗号化暗号化暗号化暗号化

ク ライアン ト上のバッ クアップ データを暗号化するこ とによ り、 セキュ リ ティ効果を高めます。
この機能を使用するには、 別ライセンス製品の NetBackup Encryption オプシ ョ ンが必要です。

イメージイメージイメージイメージ

NetBackup が、 バッ クアップまたはアーカイブの実行中に、 ク ラ イアン ト ご とに保存するデータ
の集ま り。 イ メージには、 バッ クアップやアーカイブと関連付けられたすべてのファイル、 ディ レ

ク ト リ 、 およびカタログ情報が含まれます。

イメージ複製イメージ複製イメージ複製イメージ複製

バッ クアップ イ メージの複製コピー。

入力ポート と出力ポート入力ポート と出力ポート入力ポート と出力ポート入力ポート と出力ポート

ロボッ ト 内部にアクセスしなく てもテープの挿入や取り 出しが行えるロボッ ト のスロッ ト 、 または

領域です。 テープを挿入した後は、 inject コマンド を使用してスロッ ト に移動します。 テープを取
り 出す前には、 eject コマンド を使用してそのポート に移動します。 inject コマンド と eject コマン
ド は、 Media Manager管理インタフェースの追加 /移動画面で実行できます。 入力ポート と 出力
ポート は、 メ ール スロッ ト 、 あるいはイン -ポート 、 アウト -ポート と呼ばれるこ と もあり ます。

インクリ メンタルインクリ メンタルインクリ メンタルインクリ メンタル バックアップバックアップバックアップバックアップ

「累積インク リ メンタル バッ クアップ」 および 「差分インク リ メンタル バッ クアップ」 を参照。

インクルードインクルードインクルードインクルード  リストリストリストリスト

バッ クアップから除外するためにエクスクルード  リ ス トに追加したファイルやディ レク ト リ を、
バッ クアップするよ うに指定するためのリ ス ト 。
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インインインイン - ポートポートポートポート

「入力ポート と出力ポート 」 を参照。

インポートインポートインポートインポート

NetBackup でイ メージを リ ス ト アできるよ うに、 そのイ メージのNetBackup レコードを再生す
る処理。

エクスクルードエクスクルードエクスクルードエクスクルード  リスト （リス ト （リス ト （リス ト （exclude list））））

自動バッ クアップから除外するファイルやディ レク ト リ を指定するためのリ ス ト 。

階層ストレージ管理階層ストレージ管理階層ストレージ管理階層ストレージ管理

選択したファ イルを管理しているファ イル システムからセカンダ リ  ス ト レージの指定したマイグ
レーシ ョ ン レベルに自動的にマイグレートする処理で、 その間これらのファイルへの透過アクセ
スは保持されます。

カタログカタログカタログカタログ

NetBackup および Media Manager の内部データベース。 これらのカタログには、 設定、 メディ
ア、 デバイス、 ステータス、 エラー、 および格納したバッ クアップ イ メージのファイルやディ レ
ク ト リについての情報が格納されています。

カーネルカーネルカーネルカーネル

オペレーティング システムの核。

管理クライアン ト管理クライアン ト管理クライアン ト管理クライアン ト

NetBackupサーバを管理するために管理インタフェース  ソフ ト ウェアがインス トールされてい
る、 Windows NT/2000の NetBackup ク ラ イアン ト。

キーワード句キーワード句キーワード句キーワード句

各バッ クアップのテキス トによる説明文。

キューに追加されたジ ョブキューに追加されたジ ョブキューに追加されたジ ョブキューに追加されたジ ョブ

実行するジ ョブ リ ス トに追加されたジ ョブ。

クライアン トクライアン トクライアン トクライアン ト

バッ クアップ、 アーカイブ、 またはリ ス ト アを行 う ファ イルが置かれているシステム。

クライアン トクライアン トクライアン トクライアン ト  ユーザユーザユーザユーザ インタフェースインタフェースインタフェースインタフェース

ユーザがバッ クアップ、 アーカイブ、 およびリ ス ト アを実行するために使用するプログラム。
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クラスクラスクラスクラス

類似するバッ クアップ条件を持つ、 1つ以上のク ライアン トから成るグループのバッ クアップ 
ポリシーを定義するもの。

クラスタクラスタクラスタクラスタ

「マスタ  サーバと メディア サーバのクラスタ」 を参照。

クラスの属性クラスの属性クラスの属性クラスの属性

特定のク ラスが関わる操作を実行中の NetBackup の動作を制御するための設定パラ メータ。

グラビテ ィグラビテ ィグラビテ ィグラビテ ィ  スタ ッカスタ ッカスタ ッカスタ ッカ

次に必要なテープに切り替えるためにグラビティに依存するロボッ ト 。

グローバル属性グローバル属性グローバル属性グローバル属性

すべてのク ラスに影響する NetBackupの設定属性。

権限権限権限権限

ユーザ、 システム、 またはアプリケーシ ョ ンが実行する権限を持っているタスクや機能。

検証検証検証検証

実際にボリ ュームに存在するファイルのリ ス ト と、 NetBackup がボリ ュームにある と記録した
リ ス ト とを比較する処理。 メディア上のデータは検証されません。

コマンドコマンドコマンドコマンド  ラインラインラインライン

ユーザがコマンド  ラ インやスク リプ トから実行できるコマンド。

サーバ側からの指示によるリストアサーバ側からの指示によるリストアサーバ側からの指示によるリストアサーバ側からの指示によるリストア

マスタ  サーバ上でクライアン ト  インタフェースを使用して、 ファ イルを任意のクライアン トに
リ ス ト アするこ と。 この操作は、 管理者だけが実行できます。

サーバに依存しないリストアサーバに依存しないリストアサーバに依存しないリストアサーバに依存しないリストア

バッ クアップの書き込みに使用したサーバ以外の NetBackupサーバを使用して、 ファ イルを リ ス
ト アするこ と。 このオプシ ョ ンは、 NetBackup DataCenterでのみ使用するこ とができます。

サーバサーバサーバサーバ リストリストリストリスト

NetBackupサーバへの接続を確立した り検証する場合に、 NetBackup ク ラ イアン トやサーバが
参照するサーバのリ ス ト 。 Windows NT/2000サーバと Microsoft Windows ク ラ イアン トの場
合は、 このリ ス トはインタフェース内のダイアログ ボッ クスで更新できます。 UNIXサーバ、 お
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よびUNIX ク ラ イアン ト と Macintosh ク ラ イアン トの場合は、 このリ ス トは bp.conf ファ イ
ルで指定されています。 NetWare ターゲッ トやOS/2 ク ラ イアン トの場合は、 このリ ス トは
bp.ini ファ イルで指定されています。

サービスサービスサービスサービス

Windows NT/2000 システム上のプログラムで、 バッ クグラウンドでい くつかのタスクを実行し
ます （たとえば、 別のプログラムを必要に応じて開始するタスクなどがあ り ます）。 通常、 UNIX
システム上ではデーモンと呼ばれます。

差分インクリ メンタル差分インクリ メンタル差分インクリ メンタル差分インクリ メンタル バックアップバックアップバックアップバックアップ

マスタ  サーバ上の管理者がスケジュールするバッ クアップで、 最後にインク リ メンタル バッ ク
アップまたはフル バッ クアップが完了した後に変更されたファイルをバッ クアップします。 一度
もバッ クアップが実行されていない場合には、 すべてのファイルをバッ クアップします （「累積イ

ンク リ メンタル バッ クアップ」 も参照して ください）。 

システム管理者システム管理者システム管理者システム管理者

インス トールや設定を行 うための特別な権限を付与されているユーザで、 システムの操作、

ネッ ト ワークやアプリケーシ ョ ンの管理を行います。

自動バックアップ自動バックアップ自動バックアップ自動バックアップ

マスタ  サーバでスケジュールされたバッ クアップ。

障害回復障害回復障害回復障害回復

ディ スクの破損やその他の障害が発生した後に実行する、 バッ クアップからのデータの回復のこと 。

冗長フラグ冗長フラグ冗長フラグ冗長フラグ

ログに上位レベルの詳細を書きこむファイル エン ト リの設定。

ジ ョブジ ョブジ ョブジ ョブ

コンピュータに送られた処理の一部。 NetBackup のジ ョブには、 バッ クアップ、 アーカイブ、
およびリ ス ト アがあ り ます。

ジ ョブの強制終了ジ ョブの強制終了ジ ョブの強制終了ジ ョブの強制終了

ジ ョブを強制終了 （kill） し、 ジ ョブのキューから削除するこ と。

シンボリ ックシンボリ ックシンボリ ックシンボリ ック  リンクリンクリンクリンク

UNIX システムの場合、 ソース  データのあるファ イルの名前へのポインタのこ と。
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スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール

バッ クアップを実行する時期を、 バッ クアップのタイプ （フルかインク リ メンタル） や

NetBackup でバッ クアップ イ メージを保持する期間などの情報と共に制御します。

スタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロン

ド ライブおよびメディアに使用される修飾語句で、 それらがロボッ ト と関連付けられていないこ と

を表す。 たとえば、 スタンドアロン テープ ド ライブとは、 テープの選択後に、 そのテープを手動
でロードする必要があるテープ ド ラ イブのこ とを指します。 スタンドアロン ボ リ ュームは、 スタ
ンドアロン ド ラ イブ内のボ リ ュームか、 ド ラ イブ以外の場所に格納されているボ リ ュームで、 ボ
リ ュームの設定で 「スタンドアロン」 と指定されたものです。

ステータスステータスステータスステータス コードコードコードコード

数値コードで、 通常は、 操作の結果を表すメ ッセージが続きます。

スト レージスト レージスト レージスト レージ ユニッ トユニッ トユニッ トユニッ ト

NetBackupや Storage Migrator のファイルが格納されるス ト レージ ユニッ ト  デバイス。
ス ト レージ ユニッ トは、 1台のロボッ ト内のド ラ イブ一式や、 同一ホス トに接続されている
1つまたは複数のテープ ド ラ イブを指す場合もあ り ます。

スレーブスレーブスレーブスレーブ サーバサーバサーバサーバ

「 リ モート  メディア サーバ」 を参照。

セッシ ョ ンセッシ ョ ンセッシ ョ ンセッシ ョ ン

実行時期になったバッ クアップがないかど うかをスケジュールで調べ、 ある場合はそのバッ クアッ

プをワーク  リ ス トに追加し、 ワーク  リ ス トのすべてのジ ョブの完了を試みる NetBackup のイン
スタンス。 ユーザが実行するバッ クアップとアーカイブの場合は、 通常セッシ ョ ンには単一のバッ

クアップかアーカイブが含まれます。

設定、 構成設定、 構成設定、 構成設定、 構成

アプリケーシ ョ ンの動作を管理するパラ メータ。 この用語は、 「ネッ ト ワークの構成」 のよ うに、

ネッ ト ワークやシステムのレイアウ トや接続方法に対しても使用されます。

タイムアウト期間タイムアウト期間タイムアウト期間タイムアウト期間

イベン トが発生するよ うにアプリケーシ ョ ンによって割り当てられた期間。

ターゲッ トターゲッ トターゲッ トターゲッ ト

「ターゲッ ト  サービス」 を参照。
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ターゲッ トターゲッ トターゲッ トターゲッ ト  サービスサービスサービスサービス

ス ト レージ管理を必要とする Novell NetWareのサービス。 SMSでは、 すべてのサービス （出力
サービス、 通信サービス、 ワークステーシ ョ ンなど） をターゲッ ト と して表示します。

ディスクディスクディスクディスク

磁気メディアまたはオプティカル ディ スク  ス ト レージ メディアのこ と。

ディスクディスクディスクディスク  イメージイメージイメージイメージ バックアップバックアップバックアップバックアップ

Windows NT上のディ スク  ド ラ イブをファ イル システムご とバッ クアップするのではな く、
ビッ ト ご とにバッ クアップするこ と。

ディレク ト リディ レク ト リディ レク ト リディ レク ト リ  ツリーツリーツリーツリー

ディ スク上で編成されているファイルの階層構造。 それぞれのディ レク ト リにはファイルやその

ツ リーの直下にあるディ レク ト リが列挙されています。 UNIXでは、 最上位のディ レク ト リ を
ルート  ディ レク ト リ と呼びます。

ディレク ト リの深さディレク ト リの深さディレク ト リの深さディレク ト リの深さ

現在のディ レク ト リ よ り下位の階層の数。 NetBackup インタフェースの各ディ レク ト リ と、
ファ イルリ ス トに表示されます。

データベースデータベースデータベースデータベース エクステンシ ョ ンエクステンシ ョ ンエクステンシ ョ ンエクステンシ ョ ン クライアン トクライアン トクライアン トクライアン ト

「データベースエージェン ト  ク ライアン ト 」 を参照。

データベースエージェン トデータベースエージェン トデータベースエージェン トデータベースエージェン ト  クライアン トクライアン トクライアン トクライアン ト

リ レーシ ョナル データベースをバッ クアップするよ うに設計された、 オプシ ョ ンのNetBackup
ソフ ト ウェアがインス トールされているク ライアン ト 。

デバイスの遅延デバイスの遅延デバイスの遅延デバイスの遅延

ス ト レージ アプリケーシ ョ ンから制御できないデバイスによ り生じた遅延のこ と。 たとえば、
読み込みヘッ ドや書き込みヘッ ドの下にテープを配置するために必要な時間などがあ り ます。

デバイスデバイスデバイスデバイス ホストホストホストホスト

ド ライブやロボティ ッ ク  コン ト ロールが接続あるいは定義されている Media Manager ホス ト 。

デバイスデバイスデバイスデバイス モニタモニタモニタモニタ

Media Manager ス ト レージ デバイスの監視や手動による制御を行 う こ とができる Media 
Manager管理ユーティ リ ティ。 たとえば、 システム管理者やコンピュータ室のオペレータは、
このユーティ リ ティ を使用して手動でデバイスを リセッ ト した り、 アップまたはダウン状態に

設定するこ とができます。
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デバッグデバッグデバッグデバッグ ログログログログ

「アクティビティ  ログ」 を参照。

テープテープテープテープ オーバーヘッ ドオーバーヘッ ドオーバーヘッ ドオーバーヘッ ド

データ中には必要であるけれども、 バッ クアップ イ メージの一部ではない領域のこ と。 たとえば、
テープ内のテープ マーク とカタログはオーバーヘッ ド とみなされます。

テープ形式テープ形式テープ形式テープ形式

テープにデータを書き込むためにアプリケーシ ョ ンが使用する形式。

テープのスパンテープのスパンテープのスパンテープのスパン

1つのバッ クアップ イ メージを格納するために複数のテープを使用するこ と。

テープテープテープテープ マークマークマークマーク

テープ内のバッ クアップ イ メージの間で記録されるマーク。

デーモンデーモンデーモンデーモン

UNIX システム上のプログラムで、 バッ クグラウンドでタスクを実行します （たとえば、 別のプ
ログラムを必要に応じて開始するタスクなどがあ り ます）。 Windows NT/2000 システムの場合、
通常、 サービスやプロセス と呼ばれます。

転送速度転送速度転送速度転送速度

ソース と転送先の間で、 コンピュータの情報が転送される速度のこ と。

ト ゥルート ゥルート ゥルート ゥルー イメージイメージイメージイメージ リス トア （リス トア （リス トア （リス トア （True Image Restore））））

あるディ レク ト リの内容を、 スケジュールされた任意のフル バッ クアップまたはインク リ メンタ
ル バッ クアップが実行されたと きの状態にリ ス ト アします。 削除されたファイルは無視されます。

ド ライブド ライブド ライブド ライブ ク リーニングクリーニングクリーニングクリーニング

特別なク リーニング テープを使用してド ラ イブのヘッ ドをク リーニングするこ と。

パスの長さパスの長さパスの長さパスの長さ

パス名の文字数。

バックアップバックアップバックアップバックアップ

ファ イルとディ レク ト リ をコピーし、 ス ト レージ メディアに保管する処理 （例 : バッ クアップが
完了しました）。 この用語は、 バッ クアップやアーカイブ中に NetBackupがク ライアン トに保管
するデータの集ま り を示すこ と もあ り ます （例 : バッ クアップを複製する）。 
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また、 「バッ クアップ」 は、 「バッ クアップする」 とい う よ うに動詞と しても使用します

（例 : ファ イルをバッ クアップする）。 

バックアップ、 アーカイブ、 およびリストアバックアップ、 アーカイブ、 およびリストアバックアップ、 アーカイブ、 およびリストアバックアップ、 アーカイブ、 およびリストア インタフ ェースインタフ ェースインタフ ェースインタフ ェース

NetBackup のMicrosoft Windows と Javaベースのク ライアン ト  ユーザ インタフェースの名
前。 サーバ上では、 これらのインタフェースはNetBackup管理インタフェースから起動するこ と
ができます。

バックアップバックアップバックアップバックアップ ウィンドウウィンドウウィンドウウィンドウ

バッ クアップの開始が可能な時間帯。

バックアップ処理バックアップ処理バックアップ処理バックアップ処理

ファ イルとフォルダをコピーし、 ス ト レージ メディアに保管する処理。

パッチパッチパッチパッチ

既に提供しているソフ ト ウェアの問題を修正した り、 機能を追加するためのプログラム。

パーティシ ョ ンパーティシ ョ ンパーティシ ョ ンパーティシ ョ ン

磁気ディ スクが分割される論理パーティシ ョ ン。

ハードハードハードハード  リンクリンクリンクリンク

UNIXの場合は、 ハード  リ ンクはデータの i ノードへのポインタを示します。 Windows 
NT/2000の場合は、 ハード  リ ンクはファ イルのディ レク ト リに対するエン ト リになり ます。
すべてのファイルに、 少な く と も 1つのハード  リ ンクがあ り ます。 NTFS ボ リ ュームの場合
は、 各ファイルが複数のハード  リ ンクを持ち、 １つのファイルを複数のディ レク ト リ （また
は別の名前を持つ同じディ レク ト リ ） に表示するこ とができます。

ヒープヒープヒープヒープ レベルレベルレベルレベル

Novell NetWare またはWindows NetBackup ク ライアン ト上でメモ リ  ヒープをデバッグする
ためのパラ メータ。

非ロボティ ック非ロボテ ィ ック非ロボテ ィ ック非ロボテ ィ ック

「Storage Migrator」 を参照。 

頻度 （バックアップ）頻度 （バックアップ）頻度 （バックアップ）頻度 （バックアップ）

NetBackup がスケジュールされたバッ クアップを実行する頻度。 たとえば、 頻度が 7日の場合、
バッ クアップは毎週 1回実行されます。
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負荷負荷負荷負荷

システムが実行する処理の量、 またはネッ ト ワーク上のト ラフ ィ ッ クのレベル。 たとえば、

「ネッ ト ワーク負荷はパフォーマンスに影響を与える」 のよ うに使用します。

プライマリプライマリプライマリプライマリ  コピーコピーコピーコピー

リ ス ト アの要件を満たすためにNetBackupが使用するイ メージのコピー。 NetBackupがイ メー
ジを複製する と、 オ リジナルのイ メージがプライマ リ  コピーと して指定されます。

フラグメン トフラグメン トフラグメン トフラグメン ト

バッ クアップまたはアーカイブ イ メージの一部。 NetBackupでは、 イ メージが一定のサイズ以上
になった場合や、 複数のテープをまたがる場合に、 イ メージをフラグ メ ン トに分割するよ う設定で

きます。

フラ ッシュフラッシュフラッシュフラッシュ  レベルレベルレベルレベル

Novell NetWare またはMicrosoft Windowsのクライアン ト  プラ ッ ト フォーム上で、
Netbackup がログ ファ イルをク リ アする頻度を制御します。

フルフルフルフル バックアップバックアップバックアップバックアップ

指定したディ レク ト リ よ り下にあるファ イルとディ レク ト リ をすべてス ト レージ ユニッ トに
コピーするバッ クアップ。

プロキシプロキシプロキシプロキシ リストアリストアリストアリストア

プロキシ リ ス ト アを使用する と、 ユーザは、 あるファ イルへの書き込み権限を持っている場合に、
別のマシンからそのファイルを リ ス ト アするこ とができます。 リ ス ト アするファ イルは、 リ ス ト ア

を実行するマシンでバッ クアップされている必要があ り ます。

プログレスプログレスプログレスプログレス レポートレポートレポートレポート

ユーザのオペレーシ ョ ン中に発生したイベン ト を NetBackupが記録したログ。

ブロックブロックブロックブロック  サイズサイズサイズサイズ

バッ クアップ中にメディアに書き込まれる各データ  ブロッ クのバイ ト数。

別クライアン トへのリストア別クライアン トへのリストア別クライアン トへのリストア別クライアン トへのリストア

別のク ライアン トからバッ クアップしたファイルを、 作業を行っているク ライアン トに リ ス ト アし

ます。 管理者はマスタ  サーバ上のインタフェースを使用して、 どのク ライアン トに対しても リ ス
ト アを実行するこ とができます （この処理を 「サーバ側からの指示による リ ス ト ア」 といいます）。
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別ターゲッ トへのリストア別ターゲッ トへのリストア別ターゲッ トへのリストア別ターゲッ トへのリストア

NetBackup ターゲッ ト  バージ ョ ンのク ライアン ト  ソフ ト ウェアを実行中の Novell NetWare
サーバ プラ ッ ト フォームでこの処理を実行する と、 バッ クアップを実行したターゲッ ト以外の
ターゲッ トにファ イルがリ ス ト アされます。

別パスへのリストア別パスへのリストア別パスへのリストア別パスへのリストア

バッ クアップを実行したディ レク ト リ以外のディ レク ト リにファ イルを リ ス ト アします。

ホストホス トホス トホス ト

アプリケーシ ョ ン プログラムを実行するコンピュータ。

ホスト名ホスト名ホスト名ホスト名

ネッ ト ワーク内のプログラムや他のコンピュータがホス ト  コンピュータを識別するために使用す
る名前。

ポートポートポートポート

コンピュータから出たり入ったりするデータを転送する際に使用する位置のこ と。

ボリュームボリュームボリュームボリューム

Media Manager ボ リ ュームは、 データ  ス ト レージの論理ユニッ トで、 Media Managerのボ
リ ューム データベースに記録されている メディア ID と、 その他の属性が割り当てられている
メディアをク リーニングする機能を持ちます。

ボリュームボリュームボリュームボリューム グループグループグループグループ

Media Manager で、 同一の物理ロケーシ ョ ン （たとえば、 特定のロボッ ト など） に常駐するよ う
設定されたボリ ュームの集ま り。

ボリューム設定ボリューム設定ボリューム設定ボリューム設定

Media Managerのボ リ ューム データベースに格納される設定情報。

ボリュームボリュームボリュームボリューム データベースデータベースデータベースデータベース

Media Managerがボ リ ュームについての情報を保存する内部データベース。 すべてのMedia 
Manager ホス トが、 1つのボリ ューム データベースを持っています。 ただし、 そのホス トが
ボ リ ューム データベース  ホス ト と して指定されない限り、 データベースは空白になり ます。

ボリュームボリュームボリュームボリューム データベースデータベースデータベースデータベース ホストホス トホス トホス ト

Media Managerがデバイス内で使用するボ リ ュームについての情報保存に指定された、 Media 
Manager ホス ト 。 NetBackup BusinesServer では、 1台のサーバしか使用できないため、 常に
ボリ ューム データベース  ホス トがMedia Manager ホス トにな り ます。
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ボリュームボリュームボリュームボリューム プールプールプールプール

単一のアプリケーシ ョ ンで使用され、 他のアプリケーシ ョ ンやユーザからのアクセスを防ぐよ うに

Media Manager で設定されたボ リ ュームの集ま り。

マウン トマウン トマウン トマウン ト

ボリ ュームを読み込みや書き込みが可能な状態にするこ と。

マウン トマウン トマウン トマウン ト  ポイン トポイン トポイン トポイン ト

ディ スク上のファイル システムが論理的にシステムのディ レク ト リ構造に接続するポイン トのこ
とで、 マウン ト  ポイン ト を介してユーザとアプリケーシ ョ ンからそのファイル システムを利用す
るこ とができます。

マスタマスタマスタマスタ  オブオブオブオブ マスタマスタマスタマスタ

Global DataManager ソフ ト ウェアがインス トールされている NetBackup ホス ト。 このホス ト
にログインする と、 インタフェースにツ リー ビューが表示され、 こ こで管理者は複数のマスタ  
サーバを表示したり、 管理するこ とができます。

マスタマスタマスタマスタ  サーバサーバサーバサーバ

NetBackup のサーバは、 マスタ  サーバと メディア サーバのク ラスタ内のすべてのク ライアン ト
とサーバにおけるバッ クアップや リ ス ト アの管理や制御を行います。 NetBackup BusinesServer
は、 1台のサーバ （マスタサーバ） のみをサポート します。

マスタマスタマスタマスタ  サーバと メディアサーバと メディアサーバと メディアサーバと メディア サーバのクラスタサーバのクラスタサーバのクラスタサーバのクラスタ

1台の NetBackupのマスタ  サーバと、 追加ス ト レージと して使用する複数のリモート  メディア 
サーバのこ とを指します。 ク ラスタを設定するには、 NetBackup DataCenterサーバが構成に含
まれている必要があ り ます。 NetBackup BusinesServerは、 1台のサーバ （マスタサーバ） のみ
をサポート します。

マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル ページページページページ

UNIXのコンピュータ  システムとアプリケーシ ョ ンが提供するオンライン マニュアル。

マルチプレキシングマルチプレキシングマルチプレキシングマルチプレキシング

1つ以上のク ライアン トから並行多重バッ クアップを単一のス ト レージ デバイスに送り、 それら
のイ メージを メディア上にインターリーブする処理。

マルチプレックスマルチプレックスマルチプレックスマルチプレックス グループグループグループグループ

単一のマルチプレキシング セッシ ョ ンで、 一度にマルチプレキシングされた一連のバッ クアップ
のこ と。
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マルチホストマルチホストマルチホストマルチホスト  ド ライブド ライブド ライブド ライブ

複数の NetBackupサーバと Storage Migratorサーバで、 （スタンドアロンおよび ロボティ ッ ク  
ライブラ リ内の） テープ ド ラ イブを動的に共有させる VERITAS の別ラ イセンスのオプシ ョ ン
（Shared Storage Option または SSO） です。

このオプシ ョ ンは、 NetBackup DataCenterサーバでのみ使用するこ とができます。

メディアメディアメディアメディア

データが格納される、 物理的な磁気テープ、 オプティカル ディ スク、 または磁気ディ スク。

メディアメディアメディアメディア ID

記録されたラベルの一部と してボ リ ュームに書き込まれる識別子。

メディアメディアメディアメディア サーバサーバサーバサーバ

マスタ  サーバと メディア サーバのクラスタ内で、 ス ト レージを提供する NetBackup サーバ。 マ
スタ  サーバをメディア サーバと して使用するこ と もできます。 マスタ  サーバ以外のメディア サー
バは、 リモート  メディア サーバ （またはスレーブ サーバ） と も呼びます。 NetBackup 
BusinesServer では、 リモート  メディア サーバを使用するこ とはできません。

メディアメディアメディアメディア ホストホストホストホスト

（ク ラ イアン トの） ジ ョブがデータを送信する NetBackupサーバ。

メニューメニューメニューメニュー インタフ ェースインタフ ェースインタフ ェースインタフ ェース

キャラク タ  ベースのインタフェースで、 グラフィ カル機能のない端末から使用するこ と ができます。

メールメールメールメール スロッ トスロッ トスロッ トスロッ ト

「入力ポート と出力ポート 」 を参照。

有効期限 （イ メージ）有効期限 （イ メージ）有効期限 （イ メージ）有効期限 （イ メージ）

NetBackup がバッ クアップ イ メージの ト ラ ッキングを停止する日時。

有効期限 （ボリューム）有効期限 （ボリューム）有効期限 （ボリューム）有効期限 （ボリューム）

物理メディア （テープ） の使用期限が切れる日時。

ユーザ操作ユーザ操作ユーザ操作ユーザ操作

ク ライアン ト  システムからユーザが開始したバッ クアップ、 アーカイブ、 またはリ ス ト ア処理を
示します。

呼び起こし間隔呼び起こし間隔呼び起こし間隔呼び起こし間隔

実行時期になったバッ クアップがないかど うかを NetBackupが調べる間隔。
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ライブラリライブラリライブラリライブラリ

ロボッ ト とその付属ソフ ト ウェア。 ライブラ リには、 データのス ト レージと検索に使用する、

テープとオプティカル プラタの集ま りが含まれます。 たとえば、 Tape Library DLT （TLD）
は、 TLD ロボティ ッ ク  コン ト ロールのあるロボッ ト を指します。

ラベルラベルラベルラベル

磁気ディ スクまたはオプティカル ディ スクのボ リ ュームの識別子。 記録されたラベルには、
メディア ID が含まれます。

バーコード  ラベルによって、 バーコード  スキャナはメディアを ト ラ ッキングするこ とができます。

リス トアリス トアリス トアリス トア

過去に実行したバッ クアップから、 選択したファ イルとディ レク ト リ を リ ス ト アし、 元のディ レク

ト リ （または別のディ レク ト リ ） に戻す処理を指します。

リス トアするリス トアするリス トアするリス トアする

過去に実行したバッ クアップやアーカイブから、 選択したファ イルとディ レク ト リ を リ ス ト アし、

元のディ レク ト リ （または別のディ レク ト リ ） に戻す操作のこ とを指します。

リソースリソースリソースリソース

ターゲッ ト上のデータ  セッ ト を示すNovell NetWare用語。 たとえば、 DOSの場合、 リ ソース
はド ライブ、 ディ レク ト リ、 およびファイルになり ます。 「ターゲッ ト  サービス」 も参照。 

リテンシ ョ ンリテンシ ョ ンリテンシ ョ ンリテンシ ョ ン ピリオドピリオドピリオドピリオド

NetBackup がバッ クアップ イ メージとアーカイブ イ メージを保持する期間。 リ テンシ ョ ン ピ リ
オドはスケジュールで指定します。

リテンシ ョ ンリテンシ ョ ンリテンシ ョ ンリテンシ ョ ン レベルレベルレベルレベル

ユーザが定義した リテンシ ョ ン ピ リオドを表すインデッ クス番号で、 0から 9 までの 10 レベルか
ら選択できます。 それぞれのレベルと関連付けられた リテンシ ョ ン ピ リオドの設定は変更可能で
す。 「ワイルドカード文字」 も参照。 

リモートリモートリモートリモート  メディアメディアメディアメディア サーバサーバサーバサーバ

マスタ  サーバ以外のメディア サーバ。 リモート  メディア サーバは、 NetBackup DataCenter で
のみ使用するこ とができます。 NetBackup BusinesServer では、 1台のサーバ （マスタサーバ）
のみをサポート します。

リンクリンクリンクリンク

「ハード  リ ンク」 または 「シンボ リ ッ ク  リ ンク」 を参照。
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累積インクリ メンタル累積インクリ メンタル累積インクリ メンタル累積インクリ メンタル バックアップバックアップバックアップバックアップ

マスタ  サーバ上でシステム管理者がスケジュールするバッ クアップで、 最後にフル バッ クアップ
が完了した後に変更されたファイルをすべてバッ クアップします。 一度もバッ クアップが実行され

ていない場合には、 すべてのファイルをバッ クアップします （「差分インク リ メンタル バッ クアッ
プ」 も参照して ください）。 

ルート （ルート （ルート （ルート （root））））

階層型ディ レク ト リ構造における最上位段階のディ レク ト リのこ と。 MS-DOSでは、 ド ラ イブ上
のルート  ディ レク ト リは円記号 （¥） で示されます （たとえば、 ド ラ イブ Cのルートは C:¥になり
ます）。 UNIX では、 ルート  ディ レク ト リはスラ ッシュ (/) で示されます。

また、 UNIXにおける管理機能を持つユーザのユーザ名と しても使用されます （この場合は root
と記述します）。

レジス ト リレジス ト リレジス ト リレジス ト リ

ハードウェアとユーザ アカウン トに関する設定情報が格納されている Microsoft Windows 2000、
NT、 98、 および 95のデータベース。

レジデンスレジデンスレジデンスレジデンス

Media Manager では、 各ボ リ ュームの位置情報はボ リ ューム データベースに保存されます。
レジデンス  エン ト リには、 ロボッ ト番号、 ロボッ ト  ホス ト 、 ロボッ ト  タイプおよびメディア 
タイプなどの情報が含まれます。

ログログログログ

コンピュータやアプリケーシ ョ ンがそのアクティビティについての情報を記録するファイル。

ロードするロードするロードするロードする

内部メモリにデータをコピーするこ と。 たとえば、 「インス ト レーシ ョ ン プログラムをロードす
る」 のよ うに使用します。

ワイルドカード文字ワイルドカード文字ワイルドカード文字ワイルドカード文字

検索時に任意の文字を表すために使用する文字。
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